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新 任 教 区 長

退 任 教 区 長

第136号 令和５年10月15日（　）2曹洞宗秋田県宗務所所報



新
教
区
長

　
　

一
教
区　
　
　

五
番

嶺
梅
院
住
職

三
浦

健
幸
師

再
任
二
期

　
　

二
教
区　
　

五
三
番

長
福
寺
住
職

市
橋

文
英
師

新
任

　
　

三
教
区　
　

七
六
番

蔵
堅
寺
住
職

門
脇

真
海
師

新
任

　
　

四
教
区

一
一
○
番

太
平
寺
住
職

三
嶋

泰
嗣
師

新
任

　
　

五
教
区

一
五
七
番

香
積
寺
住
職

久
米

弘
道
師

新
任

　
　

六
教
区

一
七
六
番

栄
昌
寺
住
職

伊
藤

秀
広
師

再
任
五
期

　
　

七
教
区

二
五
三
番

萬
松
寺
住
職

照
井

弘
道
師

再
任
二
期

　
　

八
教
区

二
三
一
番

天
寧
寺
住
職

大
坂

仙
雄
師

新
任

　
　

九
教
区

二
五
八
番

鳳
来
院
住
職

茂
林

友
道
師

再
任
二
期

　
　

十
教
区

二
九
一
番

福
昌
寺
住
職

保
坂

康
雄
師

再
任
三
期

十
一
教
区

三
三
二
番

萬
養
寺
住
職

小
田
桐
昌
善
師

新
任

十
二
教
区　
　

七
二
番

松
連
寺
住
職

市
橋

晋
英
師

再
任
二
期

十
三
教
区　
　

三
○
番

嶺
徳
院
住
職

櫻
田

盛
康
師

新
任

十
四
教
区

一
二
六
番

蚶
満
寺
住
職

熊
谷

右
忍
師

再
任
二
期

十
五
教
区

一
七
三
番

光
正
寺
住
職

杉
村

寛
人
師

新
任

十
六
教
区

一
九
九
番

藏
傳
寺
住
職

髙
橋

一
浩
師

再
任
二
期

十
七
教
区

二
一
二
番

霊
仙
寺
住
職

中
村

健
秀
師

再
任
二
期

十
八
教
区

三
一
四
番

養
牛
寺
住
職

藤
原

徳
義
師

再
任
五
期

新
所
会
役
職

議　
　

長

十
八
教
区

養
牛
寺
住
職

藤
原

徳
義
師
（
任
期
四
年
）

副
議
長　
　

六
教
区

栄
昌
寺
住
職

伊
藤

秀
広
師
（
任
期
四
年
）

監
査
委
員　
　

四
教
区

太
平
寺
住
職

三
嶋

泰
嗣
師
（
任
期
二
年
）

監
査
委
員　
　

十
教
区

福
昌
寺
住
職

保
坂

康
雄
師
（
任
期
二
年
）

諮
問
委
員　
　

三
教
区

蔵
堅
寺
住
職

門
脇

真
海
師
（
任
期
二
年
）

諮
問
委
員

十
三
教
区

嶺
徳
院
住
職

櫻
田

盛
康
師
（
任
期
二
年
）

退
任
教
区
長

　
　

二
教
区　
　

五
四
番

天
昌
寺
住
職

小
澤

孝
道
師

二
期

　
　

三
教
区　
　

七
九
番

東
林
寺
住
職

佐
藤

道
昭
師

一
期

　
　

四
教
区

一
一
二
番

珠
林
寺
住
職

鮎
川

義
孝
師

一
期

　
　

五
教
区

一
三
五
番

永
巖
寺
住
職

朽
木

光
紹
師

四
期

　
　

八
教
区

二
二
○
番

雲
巖
寺
住
職

桃
園

豊
弘
師

一
期

十
一
教
区

三
二
四
番

萬
松
寺
住
職

高
田

秀
法
師

二
期

十
三
教
区　
　

二
七
番

永
源
寺
住
職

嵯
峨

義
房
師

三
期

十
五
教
区

一
六
五
番

能
持
院
住
職

尾
久

一
雄
師

二
期六

月
二
一
日
に
開
催
の

臨
時
所
会
に
て
、
議
長
・

副
議
長
・
監
査
委
員
・
諮

問
委
員
の
役
職
が
全
員
一

致
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

新
任
教
区
長
様
に
は
、
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
退
任
教
区
長
様

に
は
、
任
期
中
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
願
い
ま
す
。
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通常所会（決算） 令和5年7月26日
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お
盆
前
か
ら
猛
暑
が
続
い
た
本
年
の
夏
で
す
が
、

皆
様
恙
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

７
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
秋
田
県
を
中
心

に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。殊
に
秋
田
市
は「
内

水
氾
濫
」
と
い
う
雨
が
排
水
路
か
ら
溢
れ
る
型
の
水

害
で
、
多
く
の
家
屋
が
浸
水
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
御
寺
院
様
、
並
び
に
多
く
の
檀
信
徒
の
皆
様
の
一

日
も
早
い
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
宗
務
所
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
檀
信
徒
の
皆
様
の
見
舞
状
見
舞
品

の
申
請
を
一
括
し
て
宗
務
庁
に
提
出
し
て
お
り
、
宗

務
所
に
必
要
な
件
数
を
お
届
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
早

急
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
同
様
、
秋
田
県
曹
洞
宗

青
年
会
と
青
年
会
Ｏ
Ｂ
の
有
志
の
方
々
が
迅
速
に
被

災
地
に
入
り
、
災
害
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
方
面
か
ら
宗
務
所
あ
て

に
義
援
金
が
届
き
ま
し
た
。
間
違
い
な
く
被
災
さ
れ

た
方
々
に
届
く
よ
う
、現
在
送
り
先
を
検
討
中
で
す
。

こ
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
豪
雨
は
、
ち
ょ

水
害
の
お
見
舞
い
、
そ
し
て

秋
田
県
宗
務
所

所
長

袴

田

俊

英

う
ど
特
派
布
教
巡
回
の
最
終
日
に
ピ
ー
ク
と
な
り
ま

し
た
。
各
教
区
の
皆
様
に
は
迅
速
に
対
処
し
て
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宗
務
所
は
令
和
４
年
12
月
10
日
に
現
体
制
に
な
っ

て
、
同
日
か
ら
東
北
管
区
の
当
番
県
の
役
目
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。最
大
の
事
業
と
も
い
え
る「
大

本
山
總
持
寺
開
山
太
祖
瑩
山
禅
師
七
百
回
大
遠
忌
予

修
法
要
」
と
い
う
大
行
持
と
「
宗
門
護
持
会
東
北
管

区
集
会
」
が
、
去
る
６
月
21
・
22
日
無
事
に
円
成
い

た
し
ま
し
た
。
県
内
御
寺
院
様
御
寺
族
様
そ
し
て
各

教
区
の
護
持
会
長
様
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
加
え
て
禅
セ
ン
タ
ー
各
部
長
様
な
ら

び
に
部
員
の
皆
様
、
護
持
会
集
会
で
上
演
さ
れ
ま
し

た
「
常
済
の
光
」
を
制
作
監
督
し
て
頂
き
ま
し
た
18

教
区
龍
泉
寺
住
職
佐
藤
俊
晃
老
師
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
「
師
範
詠
範
の
会
」
の
皆
様
に
は
甚
深
な

る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
常
済
の
光
」
は
梅
花
流
詠
讃
歌
で
綴
る
瑩
山
禅

師
様
の
御
一
代
記
で
、
素
晴
ら
し
い
「
作
品
」
で
あ

り
ま
す
。是
非
県
内
の
皆
様
に
鑑
賞
し
て
頂
き
た
く
、

11
月
17
日
開
催
の
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
集
会
で
再

演
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
再
び
関
係

各
位
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
に
は
通
常
の
宗
務
所
事
業
が
続
き
ま
す
。
10
月

３
・
４
日
は
宗
務
所
に
お
い
て
現
職
研
修
会
。
同
じ

く
20
日
に
は
能
代
市
文
化
会
館
に
お
い
て
梅
花
流
全

県
奉
詠
大
会
。
10
月
24
～
27
日
の
３
泊
４
日
永
平
寺

で
の
本
山
研
修
会
。
さ
ら
に
上
記
い
た
し
ま
し
た
禅

セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
集
会
と
目
白
押
し
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
盛
会
を
期
す
べ
く
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
関
係
各
位
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

最
後
に
通
常
所
会
の
ご
報
告
と
な
り
ま
す
。
決
算

に
関
わ
る
部
分
で
は
満
場
一
致
で
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
補
正
予
算
に
関
わ
る
審
議
で
は
、「
財

政
調
整
費
」
の
項
目
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
今
後

も
検
討
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
り
、
今
所
報
に
記
載

し
て
い
る
の
は
一
応
の
承
認
を
見
た
補
正
予
算
で
あ

り
ま
す
。
今
後
も
宗
務
所
内
で
検
討
を
続
け
、
今
後

の
通
常
所
会
に
諮
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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令和４年度曹洞宗秋田県宗務所　事業報告
秋田県宗務所事業

令和４年 事　　　業 開催場所 備　考 人数
４月 18 日 寺族会総会 キャッスル 60

５月

11 日 布教委員会・布教協議会 宗務所 42
23 日 婦人会総会 ANAホテル 17
不開催 梅花流全国奉詠大会 中　止

所報第１３２号発行 予算報告　他

６月

不開催 特派布教巡回 中　止
随時 宗務所布教師出張法話 希望教区 6教場

13 ～ 18 日 梅花特派巡回 管内１６教場 特派師範３名 9教場
20 日 護持会総会 宗務所 38
29 日 監査会 宗務所 10

７月
19 日 通常所会（決算） 宗務所 27

禅の集い 管内寺院 8会場
８月 10 ～ 19 日 宗務所休務 盆休み

９月
２日 梅花検定会（県北地区）　四級師範・三級詠範・二級教範まで受検可 19
14 日 梅花流全県大会 大曲市民会館 226

所報１３３号発行 決算報告　他

10 月
７日 宗務所長杯野球大会 中止

13、14 日 現職研修会 宗務所 114
18 ～ 21 日 本山研修会 總持寺 25

11 月
４日 禅センター設立集会 キャッスル 150
４日 宗務所寺族集会・研修会 キャッスル 26
22 日 梅花検定会（中央・県南地区）　四級師範・三級詠範・二級教範まで 10

12 月 ９日 臨時所会 宗務所 26
25 日～ 1月
7日

宗務所休務

令和５年

１月
所報１３４号発行

23 日 宗務所梅花講役員会 宗務所 9

２月
16 日 宗務所梅花講講長会 宗務所 24
20 日 諮問委員会・災害対策委員会 宗務所 12

３月
28 日 通常所会（予算） 宗務所 27
30 日 徒弟研修会 宗務所 中止
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令和４年度曹洞宗秋田県宗務所･禅センター　事業報告
【禅センター布教部・研修部・梅花部】
NO. 年 月　　　日 開始時間 担当 事　業　名・備　考 参加人数

1 4年 ４月１日（金） 10時30分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 中止

2 ５月13日（金） 10時30分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 12

3 ６月10日（金） 13時00分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 11

4 ７月７日（木） 10時00分 梅花部 講師等講習会（～17時） 24

5 ７月８日（金） 10時30分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 18

6 ７月13日（木） 14時00分 研修部 研修会① 25

7 ７月30日（土） 10時30分 布教部
写　経　会�� 6

仏教講座① 20

8 ９月１日（木） 10時30分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 12

9 ９月７日（木） 10時00分 布教部
写　経　会�� 8

仏教講座② 14

10 ９月30日（金） 10時30分 布教部 野外研修（天徳寺） 29

11 10月６日（金） 10時30分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 14

12 10月７日（金） 10時00分 梅花部 宗務所長杯 中止

13 11月４日（金） 13時30分
禅を聞く会（設立集会併催） 150

禅センター設立集会（式典） 38

14 11月11日（金） 10時30分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 13

15 11月25日（金）
10時30分

布教部
写　経　会 14

13時00分 仏教講座② 24

16 12月１日（木） 10時30分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 10

17 5年 ２月３日（金） 10時30分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 7

18 ２月10日（金） 13時00分 研修部 研修会② 18

19 ３月３日（金） 10時30分 梅花部 梅花流講習会（～15時30分） 12
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令和４年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出決算書

（単位：円）

項目 予算額 決算額 増減

歳　入　合　計 65,068,433 65,207,100 138,667

歳　出　合　計 65,068,433 50,640,491 △ 14,427,942

差　引　残　額 0 14,566,609 14,566,609

歳入の部
項目 予算額 決算額 比較増減 備考

1 賦　課　金 36,543,340 36,521,660 △ 21,680

1 寺格割 1,844,000 1,844,000 0
格　地＠ 10,000 × 24
法　地＠ 5,000 × 318
准法地＠ 2,000 × 7
（全寺院数 349 ヶ寺）

2 級階割 31,042,340 31,054,660 12,320 443,638 点× 70 円

3 教師割 3,657,000 3,623,000 △ 34,000

大教師＠ 42,000 ×１名
権大教師＠ 30,000 × 68 名
正教師＠ 6,000 × 149 名
一等教師＠ 3,000 × 127 名
二等教師＠ 2,000 × 133 名

2 手　数　料 2,000,000 2,325,580 325,580

1 手数料 2,000,000 2,325,580 325,580 各申請手数料　宗務所義財梅花義財
3 補　助　金 900,000 1,372,032 472,032

1 補助金 900,000 1,372,032 472,032
本庁事業補助　本庁事務補助
梅花補助教化補助　現職研修会補助
管区事務補助金・事務手当　他

4 諸　収　入 2,000,000 1,362,735 △ 637,265

1 諸収入 2,000,000 1,362,735 △ 637,265

現職研修会受講料＠ 7,000 × 109 名
梅花検定料＠ 3,000 × 29 名
全県梅花奉詠大会参加料＠ 2,000 ×
226 名
預貯金受取利息　他

5 繰　越　金 23,625,093 23,625,093 0

1 繰越金 23,625,093 23,625,093 0 前年度繰越金
歳 入 合 計 65,068,433 65,207,100 138,667
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項目 予算額 決算額 比較増減 備考
1 人　件　費 19,100,000 16,746,466 △ 2,353,534

1 役職員手当 5,460,000 5,040,000 △ 420,000 6 名× 12 ヶ月×＠ 70,000（但し 11 月５名・12 月７名）

2 書記手当 1,820,000 1,750,000 △ 70,000 2 名× 12 ヶ月×＠ 70,000（但し 12 月３名）
3 傭 人 費 200,000 113,800 △ 86,200

4 旅　　費 4,500,000 2,878,666 △ 1,621,334
管区宗連　教化センター
本庁　管区事業　各種講演会
本山研修会　他

5 費用弁償 6,000,000 5,844,000 △ 156,000
所長8,000　副所長4,000　教化3,000
庶務 7,000　梅花 6,000　人権 8,000
佐々木書記 7,000　高橋書記 7,000
齋藤前所長 7,000　伊藤前書記 7,000

6 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 8 名×２×＠ 70,000
2 事　務　費 4,700,000 3,373,864 △ 1,326,136

1 備 品 費 500,000 229,790 △ 270,210 書籍　事務機器更新他
2 通 信 費 1,200,000 1,111,314 △ 88,686 電話料　郵便料　配送料　他
3 印 刷 費 400,000 107,250 △ 292,750 封筒　賞状
4 消耗品費 500,000 398,848 △ 101,152 雑貨　事務用品　他

5 リース料 1,000,000 853,646 △ 146,354
AEDリース料　コピー機　電話機
OA機器リース料
フレッツジャパン月額　他

6 広 報 費 1,100,000 673,016 △ 426,984 宗務所所報３回発行
3 管　理　費 2,700,000 3,348,914 648,914

1 維 持 費 800,000 716,734 △ 83,266 保険料　清掃費　浄化槽管理料警備保障　他
2 地　　代 300,000 300,000 0 天徳寺様借地代

3 営 繕 費 800,000 1,479,346 679,346
網戸取付工事 386,386
１階坐禅堂畳床補修 128,986
外装塗装 578,974
玄関自動ドア部品交換 385,000

4 光 熱 費 800,000 852,834 52,834 電気・ガス・水道・灯油　他
4 会　議　費 1,500,000 1,003,400 △ 496,600

1 所　　会 1,300,000 947,400 △ 352,600 通常所会２回　臨時所会１回

2 委 員 会 200,000 56,000 △ 144,000 監査会１回　諮問委員会・災害対策協議会１回
5 事　業　費 9,350,000 6,137,080 △ 3,212,920

1 事 業 費 2,000,000 2,095,532 95,532
現職研修 623,920　本山研修 769,305
設立集会 612,307
寺族会集会補助 90,000

2 布教伝道費 1,000,000 80,000 △ 920,000 宗務所布教師日当＠ 5,000 ×８回管内教場補助＠ 5,000 ×８教場

3 梅 花 費 5,000,000 3,371,824 △ 1,628,176

梅花特派巡回事業 195,000
全県梅花奉詠大会 1,713,737
役員会・講長会 137,000
検定会 206,000
師範・詠範の会補助 700,000
師範・詠範の会一泊研修会補助
100,000　梅花養成所 103,530��他

歳出の部
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項目 予算額 決算額 比較増減 備考

4 教 化 費 650,000 142,066 △ 507,934 布教委員会・布教協議会（年１回）各種研修会　他

5 慰 問 費 100,000 30,000 △ 70,000 住職永年勤続 50 年・60 年祝膳料　他
6��人権擁護
推進費 600,000 417,658 △ 182,342 全国人権研修会　書籍教材用DVD代　他

6 禅センター事業費 2,550,000 1,313,654 △ 1,236,346

1 会 議 費 200,000 165,950 △ 34,050 各会議費　各委員会費
2 布教部費 600,000 277,782 △ 322,218 仏教講座　写経会
3 研修部費 600,000 338,310 △ 261,690 各種研修会
4 梅花部費 450,000 354,330 △ 95,670 梅花流講習会
5 運 用 費 700,000 177,282 △ 522,718 備品　禅を聞く会　他

7 補　助　費 6,809,000 6,103,166 △ 705,834

1 事務補助 3,650,000 3,652,166 2,166 所費の 10%各教区へ
2 事業補助 349,000 349,000 0 教区主催研修会・寺族研修会補助金
3 所護持会補助 200,000 200,000 0 宗務所護持会補助
4 禅の集い 800,000 92,000 △ 708,000 教区寺院開催補助金

5 教化団補助 1,810,000 1,810,000 0
保護司 200,000　曹青会 500,000
寺族会 350,000　婦人会 400,000
布教師の会 200,000　尼僧団 100,000
教誨師 60,000

8 表　彰　費 200,000 82,519 △ 117,481

1 表 彰 費 200,000 82,519 △ 117,481 住職勤続表彰　寺族表彰
9 慶　弔　費 2,500,000 1,980,000 △ 520,000

1 慶 弔 費 400,000 820,000 420,000 晋山結制・本葬他　計 24 ヶ寺
2 本山慶弔費 100,000 60,000 △ 40,000 總持寺本葬・晋山式

3 弔 慰 金 2,000,000 1,100,000 △ 900,000 管 内 寺 院 住 職・ 東 堂・ 副 住 職100,000 ×８名　寺族 50,000 ×６名
10 負　担　金 540,950 540,950 0

1 全国所長会 157,050 157,050 0 349 ヶ寺×＠ 450( 全国所長会災害援護金　349 ヶ寺×＠ 100 を含む）
2 布教助成費 209,400 209,400 0 349 ヶ寺×＠ 600
3 管 区 費 174,500 174,500 0 349 ヶ寺×＠ 500

11 交　際　費 400,000 355,864 △ 44,136

1 交 際 費 400,000 355,864 △ 44,136 添菜・祝賀等
12 食　糧　費 1,300,000 1,273,429 △ 26,571

1 所会食糧費 700,000 761,755 61,755 通常所会２回　臨時所会１回

2 委員会食糧費 50,000 0 △ 50,000 監査会１回諮問委員会・災害対策委員会１回
3 所内食糧費 550,000 511,674 △ 38,326

13 財政調整費 12,818,483 8,240,000 △ 4,578,483

1 災害見舞金 2,000,000 2,000,000 0 寺院火災見舞金（１件）

2 記念品代 2,300,000 2,240,000 △ 60,000 役職員退任記念品代 560,000 ×４年分
3 財政調整金 4,518,483 0 △ 4,518,483 設備費・災害対策協議会援護金　他
4 基本金操出金 4,000,000 4,000,000 0
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項目 予算額 決算額 比較増減 備考
14 選　挙　費 150,000 36,122 △ 113,878

1 副 貫 首 50,000 0 △ 50,000
2 宗務所長 50,000 12,588 △ 37,412
3 宗会議員 50,000 23,534 △ 26,466

15 雑　　　費 150,000 105,063 △ 44,937

1 雑　　費 150,000 105,063 △ 44,937 町内会費　新聞購読料　置き薬　他
16 予　備　費 300,000 0 △ 300,000

1 予 備 費 300,000 0 △ 300,000
歳 出 合 計 65,068,433 50,640,491 △ 14,427,942

令和５年度　曹洞宗秋田県宗務所補正予算書

歳入の部 （単位：円）

項　目 本年度予算額 補正予算額 補正額 備　考
5 繰　越　金 14,321,040 14,566,609 245,569

1 繰 越 金 14,321,040 14,566,609 245,569 令和４年度決算残高
歳 入 合計 60,000,000 60,245,569 245,569

歳出の部 （単位：円）

項　目 本年度予算額 補正予算額 補正額 備　考
3 管　理　費 2,700,000 2,900,000 200,000

4 光 熱 費 800,000 1,000,000 200,000 電気代・灯油代値上げを見込み増額（前年比電気代１割・灯油代２割増）
13 財政調整費 6,760,050 6,760,000 △ 50

3 財政調整
��基金繰入金 3,000,050 3,000,000 △ 50 財政調整基金として独立会計へ変更のため繰入

16 予　備　費 300,000 345,619 45,619

1 予 備 費 300,000 345,619 45,619
歳 出 合 計 60,000,000 60,245,569 245,569

（単位：円）
項　目 本年度予算額 補正予算額 増　減

歳　入　合　計 60,000,000 60,245,569 245,569
歳　出　合　計 60,000,000 60,245,569 245,569
差　引　残　額 0 0 0

令和４年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出剰余金処分

差 引 残 高　14,566,609 円
上記「差引残高」を剰余金として下記の通り処分する。
令和５年度会計「繰越金」に繰り入れる。
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令和５年度宗務所基本金積立会計
令和4年度宗務所基本金積立会計報告

令和5年度宗務所基本金積立会計について（案）

（将来の宗務所改築のための積立）

(将来の宗務所改築のための積立)

令和５年度　基本金積立会計

積立累積金 32,563,579
一般会計繰入金 1,000,000

利息（予測） 671 （利率 0.002%）
計 33,564,250

○　令和５年度分は、上記のように予算化しております
（令和 5年３月２８日予算所会において）

項　　　　目 金　　　額 付　記
前 年 度 繰 越 額 28,563,057
一 般 会 計 繰 入 金 4,000,000
雑 　 収 　 入 522 預金利息

合　　　　計 32,563,579

基本金積立金　　　32,563,579 円　　　次年度へ繰越

○
決
算
に
関
し
て
の
質
疑

大
坂
第
８
教
区
長

人
件
費
の
役
職
員
手
当
が
三
十
年
前
か
ら
変
化
し
て

い
な
い
と
の
事
で
す
が
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

藤

原

議

長

袴
田
所
長
は
世
相
を
鑑
み
て
、
所
の
予
算
は
切
り
詰

め
た
い
と
の
事
で
す
。
そ
の
中
で
所
員
の
手
当
を
増
や
す
の
は
、
考
え
る
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
。
真
摯
に
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

茂
林
第
９
教
区
長
「
財
政
」
と
い
う
言
葉
に
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
の
「
調
整
金
」
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
切
り
離
し
、
積
立

会
計
と
す
れ
ば
、
年
度
の
縛
り
か
ら
も
自
由
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
第
一
案

の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

三
浦
第
１
教
区
長

宗
務
所
担
当
が
や
り
や
す
い
形
に
し
て
良
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
「
財
政
」
と
い
う
言
葉
は
合
わ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
財
政

調
整
費
の
①
火
災
見
舞
金
→
災
害
見
舞
費
・
②
記
念
品
代
→
記
念
品
費
・
③

財
政
調
整
金
→
設
備
費
類
は
管
理
費
へ
、
災
害
援
護
金
は
補
助
費
に
振
分
・

④
基
本
金
繰
出
金
→
積
立
金
に
す
れ
ば
と
も
考
え
ま
す
。

市
橋
第
12
教
区
長
「
担
当
者
の
や
り
や
す
い
よ
う
に
」
と
の
意
見
に
同

意
し
ま
す
が
、お
願
い
と
し
て「
誰
が
見
て
も
わ
か
る
会
計
」を
希
望
し
ま
す
。

安
孫
子
庶
務
主
事
「
担
当
者
の
や
り
や
す
い
形
で
」
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
財
政
調
整
金
と
い
う
項
目
が

導
入
さ
れ
た
経
緯
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
支
出
の
見
直
し
を
進
め
て

い
く
中
で
、所
費
納
入
前
の
一
般
会
計
残
高
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
時
期
に
、

大
き
な
支
出
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
を
考
え
、
第
一
案
を
選
択
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ふ
ま
え
て
、「
財
政
」の
名
称
も
再
検
討
し
、

次
の
予
算
所
会
に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。基
金
と
し
て
管
理
す
る
場
合
、

通
帳
で
出
入
り
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
の
財
政
調
整
金
の
口
座
を

使
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤

原

議

長

で
は
第
一
案
を
基
に
し
、名
称
に
つ
い
て
は
検
討
後
、

再
度
提
起
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
事
で
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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災害見舞金申請について
○境内建物が被災された場合、見舞金は建物共済票に記載されている建物が対象となりますの
で、　建物共済票未提出、建物共済費未納の寺院、また共済票に記載のない建物に対しては､ 見
舞金が交付されないことがあります。また、申請には手数料はかかりません。

災害見舞金の金額（建物共済１口あたり） ※被害総額を超えて交付することはできません。
災害の種類 対象建物 被害程度 見舞金額（以下）

風　災　害
（雪、雹も含む）

本堂、庫裡、重要な　
法要儀式の建物

全損 150 万円
半損・一部損 50 万円

上記以外の建物 10 万円

水　災　害
本堂、庫裡、重要な　
法要儀式の建物

全損 150 万円
半損・床上浸水 50 万円
地盤より 45cm 以上の
床下浸水 20 万円

上記以外の建物 10 万円

地 震 災 害

本堂、庫裡、重要な　
法要儀式の建物

全損・半損 30 万円
一部損 3 万円

上記以外の建物 全損・半損 5 万円
一部損 1 万円

火災や雷等 境内建物 30 万円
※ 1・※ 2

全ての災害 土木構造物（参道、石段、石垣、土塀など） 50 万円
※ 1・※ 3

　　※１．口数に関係なく被災の程度に応じて交付されます。
　　※２．火災の場合は建物共済金もあわせて給付されます。
　　※３．詳細については、総務部福祉課までお問い合わせください。
・添付書類
○写真は、カラーにて、方向を変えて３枚位添付してください。特に床下浸水の場合は、メジャー

をあて、地上より 45㎝以上の浸水があったことを証明できるような写真を添付してくださ
い。

○工事見積書（作業内容、数量、単価、金額等工事費用の内訳が分かるもの。コピー可）
○送金先指示書（口座は当該宗教法人名義）
○新聞の切り抜き等（コピー可）

◎土木構造物とは参道、石段、石垣、土塀、水道設備、放生池などの土木工事が施されている
もの等です。現状復旧費用、損害再発防止費用、障害物除去費用、残存物取り片付け費用損
害拡大防止・軽減費用、保険の目的外の現状復帰費用などが対象となります。

◎境内建物、土木構造物以外が被災した場合は、被災の程度に応じて２０万円以下の見舞金が
交付されます。

災害見舞状及び見舞品申請について
○檀信徒が被災した場合、「災害見舞状及び見舞品申請書」の提出により見舞状と見舞品を送付

致します。ただし、緊急の場合、あるいは広域にわたる災害の場合には、電話連絡等によっ
ても対応致します。

災害見舞金申請、災害見舞状及び見舞品申請について
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す
。
人
々
の
苦
悩
を
我
が
こ
と
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
相
和
し
て
生
き
る
こ
と
に
努

め
ま
し
ょ
う
。」
と
陳
べ
ら
れ
ま
し
た
。

猊
下
の
退
堂
を
「
正
法
御
和
讃
」
で
お
送

り
し
た
後
、
渡
辺
啓
司
大
遠
忌
局
統
監
の

挨
拶
を
も
っ
て
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
二
十
一
日
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
に
て
東
北
管
区
の
太
祖
様
七
百
回
忌

大
遠
忌
予
修
法
要
が
宗
門
護
持
会
東
北
管

区
集
会
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
一
時
よ
り
予
修
法
要
開
式
。
服
部

秀
世
宗
務
総
長
か
ら
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

大
本
山
永
平
寺
貫
首
・
南
澤
禅
師
様
御
導

師
の
下
で
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

法
要
後
の
ご
垂
示
で
は

「
お
釈
迦
さ
ま
よ
り
歴
代
の
御
祖
師
さ

ま
、
そ
し
て
高
祖
道
元
禅
師
さ
ま
が
伝
え

た
正
法
を
、
解
り
易
く
人
々
に
伝
え
た
の

が
太
祖
瑩
山
禅
師
さ
ま
で
あ
り
ま
す
。
瑩

山
禅
師
さ
ま
は
﹃
た
と
え
難
知
難
遇
の
事

有
る
と
も
、
必
ず
和
合
和
睦
の
思
い
を
生

ず
べ
し
﹄
と
お
説
き
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま

暫
時
の
休
憩
を
取
り
宗
門
護
持
会
東
北

管
区
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
東

日
本
大
震
災
か
ら
十
三
回
忌
に
当
た
り
、

開
会
式
に
引
き
続
き
大
震
災
物
故
者
の
慰

霊
法
要
を
ご
修
行
致
し
ま
し
た
。

○
導
師

袴
田
俊
英
東
北
管
区
長

次
に
来
賓
紹
介
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

秋
田
県
か
ら
は
大
淵
宏
道
宗
門
護
持
会
東

北
管
区
選
出
理
事
・
深
川
典
雄
宗
務
庁
教

化
部
長
・
國
安
大
智
宗
議
会
議
員
・
袴
田

俊
英
東
北
管
区
長
が
登
壇
さ
れ
、
柴
田
正

晴
護
持
会
長
・
袴
田
俊
英
管
区
長
・
服
部

秀
世
宗
務
総
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
大
淵
宏
道
護
持
会
理
事
よ

り
宗
門
護
持
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

参
加
下
さ
っ
た
各
県
護
持
会
の
皆
様
に
、

「
こ
の
宣
言
の
主
旨
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

区
護
持
会
の
中
で
、
広
く
ご
周
知
下
さ
る

よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と
結

ば
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
太
祖
瑩
山
禅
師
様
の
御
一
生

「
常
済
の
光
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
ご

参
集
の
護
持
会
長
様
に
も
解
り
易
く
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
梅
花
流
詠
讃
歌
を

中
心
に
、
禅
師
様
の
御
一
代
記
を
語
り
に

よ
る
解
説
や
、
ほ
ら
貝
や
太
鼓
を
使
い
、

總
持
寺
の
大
般
若
祈
祷
の
様
子
な
ど
を
取

り
入
れ
た
ド
ラ
マ
構
成
の
舞
台
で
す
。

こ
れ
は
特
派
師
範
で
あ
っ
た
北
秋
田
市

龍
泉
寺
住
職
・
佐
藤
俊
晃
師
が
企
画
・
演

出
し
、
秋
田
宗
務
所
管
内
の
師
範
・
詠
範

は
じ
め
多
く
の
方
々
の
協
力
の
も
と
で
創

作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
本
山
總
持
寺
開
山
太
祖
瑩
山
禅
師
七
百
回
忌
大
遠
忌

東
北
管
区
予
修
法
要
・
曹
洞
宗
宗
門
護
持
会
管
区
集
会
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そ
の
後
研
修
と
し
て
、
佐
藤
俊
晃
先
生

が
企
画
脚
本
監
督
を
さ
れ
、
柴
田
弘
一
先

生
に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
、
瑩
山
禅
師
様

の
御
一
生
を
梅
花
流
の
詠
讃
歌
を
通
し
て

お
伝
え
し
た
、「
常
済
の
光
」
を
勤
め
ま

し
た
。
県
内
外
か
ら
沢
山
の
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
が
、
私
自
身
改
め
て
梅

花
の
力
、
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
十
一

月
の
宗
務
所
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
集
会
に
併

催
さ
れ
ま
す
公
開
講
座
に
お
い
て
も
、
遠

忌
予
修
法
要
並
び
に
「
常
済
の
光
」
を
勤

め
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
沢

山
の
方
に
ご
来
場
頂
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。
出
来
る
な
ら
ば
、
講
員
さ
ん
以
外

の
方
々
に
聞
い
て
頂
き
、
少
し
で
も
梅
花

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
浅
田
髙
明
禅
セ
ン
タ
ー
梅
花
部
長
よ
り

管
区
集
会
で
は
、
会
に
先
立
ち
瑩
山
禅

師
様
七
百
回
大
遠
忌
予
修
法
要
が
、
大
本

山
永
平
寺
貫
首
南
澤
道
人
猊
下
御
親
修
に

て
勤
め
ら
れ
、
梅
花
部
は
勿
論
、
師
範
会

の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
梅
花
流
の
お
唱

え
を
ふ
ん
だ
ん
に
と
り
入
れ
た
法
要
と
な

り
ま
し
た
。
聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
に
よ
り
ま

す
と
他
管
区
で
は
、
少
数
の
師
範
に
よ
る

お
唱
え
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
東
北

管
区
で
は
、
詠
範
さ
ん
を
含
め
大
勢
で
お

唱
え
し
て
頂
き
ま
し
た
。

流
に
ご
興
味
を
お
持
ち
頂
け
る
よ
う
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

○
岩
舘
裕
章
禅
セ
ン
タ
ー
布
教
部
長
よ
り

限
ら
れ
た
準
備
期
間
で
、
宗
務
所
の
皆

さ
ま
を
中
心
に
、
お
手
伝
い
下
さ
っ
た
禅

セ
ン
タ
ー
部
員
各
一
人
ひ
と
り
（
接
客
や

裏
方
担
当
等
で
、
法
要
を
一
切
見
ら
れ
な

か
っ
た
方
々
も
）、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
の

お
陰
で
、
大
切
な
行
持
を
無
事
お
勤
め
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
梅
花
部
に

よ
る
「
常
済
の
光
」
は
、
各
地
よ
り
参
列

さ
れ
た
全
員
が
、
感
動
＆
感
銘
だ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て

も
限
ら
れ
た
人
数
で
の
開
催
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ホ
ン
ト
に
精

一
杯
の
努
力
と
尽
力
で
、
素
晴
ら
し
い
行

持
で
し
た
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
や
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
視
聴
で
き
る
形

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

研
修
後
、
質
疑
応
答
の
時
間
が
あ
り
、

司
会
を
管
区
長
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
質

問
の
中
で
「
子
供
へ
の
﹃
死
の
教
育
﹄
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
」
と
の
問
い
が
あ

り
ま
し
た
。
大
淵
理
事
が
「
亡
く
な
っ
て

か
ら
の
、
宗
門
の
一
連
の
仏
事
を
体
験
す

る
こ
と
が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
穏
や

か
に
事
実
を
認
め
、
思
い
を
込
め
て
向
き

合
い
自
然
に
受
け
入
れ
て
い
く
「
教
え
」

が
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。」
と
答
え

ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
「
修
証
義
」
を
全

員
で
読
経
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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四
月
一
日
付
で
梅
花
流
特
派
師
範
を
拝

命
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ば
か
り
で
、
今
回

が
初
め
て
の
特
派
巡
回
で
し
た
。
住
職
就

任
以
降
、
一
週
間
も
お
寺
を
空
け
る
こ
と

も
初
め
て
で
し
た
の
で
、
自
坊
で
何
事
も

起
こ
ら
な
い
よ
う
祈
り
な
が
ら
出
発
し
た

次
第
で
す
。

車
窓
か
ら
見
え
る
水
田
を
見
な
が
ら
、

生
ま
れ
育
っ
た
新
潟
県
の
景
色
と
重
ね
合

わ
せ
、
懐
か
し
さ
に
も
似
た
気
持
ち
に
な

り
な
が
ら
北
上
致
し
ま
し
た
。
私
の
父
は

若
い
頃
、
秋
田
市
内
の
御
寺
院
様
に
て
納

所
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
山
安
居
中
や

役
寮
時
代
も
含
め
、
秋
田
市
内
を
中
心
に

父
の
法
友
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
講
習
会
場
か
ら
県
境
を
越

え
た
少
し
先
、
青
森
県
深
浦
町
は
父
の
師

寮
寺
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

か
ら
、
秋
田
県
に
伺
う
前
よ
り
、
何
と
な

く
親
近
感
を
覚
え
て
お
り
ま
し
た
。
初
日

の
宗
務
所
禅
セ
ン
タ
ー
で
の
講
習
で
は
、

実
家
の
お
寺
の
開
基
家
末
裔
の
方
丈
様
も

講
習
に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
親
し
く
ご
挨

拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宗
門
の
世
界
は
狭

い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
当
に
こ
ん

な
出
会
い
も
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
入
る
瞬

間
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
巡
回
で
は
、
第
九
教
区
様
に
て

二
会
場
、
第
二
教
区
様
に
て
一
会
場
を
担

当
致
し
ま
し
た
が
、
ど
の
会
場
も
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
講
習
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
教
区
御
寺
院

様
、
会
場
主
様
の
御
配
慮
、
御
心
遣
い
が

あ
っ
て
の
も
の
と
感
激
致
し
ま
し
た
。
参

加
の
講
員
皆
様
も
一
生
懸
命
に
お
唱
え
い

た
だ
き
、
私
の
拙
い
解
説
に
も
耳
を
傾
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
秋
十
月
の
管
内

大
会
奉
詠
曲
を
中
心
に
講
習
致
し
ま
し
た

が
、
基
礎
が
し
っ
か
り
と
身
に
つ
い
て
お

ら
れ
、
良
い
師
範
に
恵
ま
れ
た
秋
田
県
の

詠
唱
力
を
間
近
に
感
じ
ま
し
た
。
各
会
場

で
は
、
講
習
の
最
後
に
「
同
行
御
和
讃
」

を
お
唱
え
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様

の
前
に
立
っ
て
講
習
を
務
め
ま
し
た
が
、

梅
花
流
詠
讃
歌
を
志
す
の
は
同
じ
で
あ
り

ま
す
。
共
に
一
日
一
日
を
歩
み
続
け
る
と

い
う
気
持
ち
で
こ
の
曲
を
お
唱
え
致
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
は
別
の
人
間
で
す
が
、
詠

讃
歌
の
下
に
御
縁
を
い
た
だ
き
、
同
行
同

修
の
梅
花
講
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て

偶
々
今
日
一
日
、
一
つ
の
会
場
に
集
ま
っ

て
共
に
学
ん
だ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
日
々
の
詠
道
に
繋
げ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

四
月
の
任
地
決
定
よ
り
特
派
巡
回
の
六

月
を
迎
え
る
ま
で
の
約
一
ヶ
月
半
、
私
に

特
派
巡
回
が
務
ま
る
の
か
、
不
安
な
気
持

ち
で
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

皆
様
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
ど
う

に
か
無
事
に
日
程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
気
持

ち
で
「
い
っ
ぱ
い
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
初

め
て
の
巡
回
と
い
う
こ
と
で
大
目
に
見
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
ど
こ
か
で
梅
花
流
詠
讃
歌
を

通
し
て
お
目
に
か
か
る
際
に
は
、
私
も
師

範
と
し
て
成
長
し
た
姿
を
お
見
せ
で
き
ま

す
よ
う
研
鑽
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
時
ま

で
、
皆
様
ど
う
ぞ
お
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
宗
務
所
管
内
の

講
員
皆
様
の
御
健
勝
、
益
々
の
詠
道
増
進

を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
思
い
が
け
ず
に
沢

山
の
御
縁
を
頂
戴
し
た
特
派
巡
回
の
御
礼

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

梅
花
特
派
巡
回

御
縁
の
あ
り
が
た
さ

埼
玉
県

長
泉
寺
住
職

宇
田
川
宗
美

教

区

月　
　

日

教

場

師
範
詠
範
の
会

６
月
５
日

禅
セ
ン
タ
ー

９
教
区

６
月
７
日

松
源
院

９
教
区

６
月
８
日

松
庵
寺

２
教
区

６
月
９
日

大
休
院
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今
年
度
六
月
五
日
よ
り
九
日
ま
で
、
秋

田
県
宗
務
所
様
管
内
五
会
場
を
巡
回
講
習

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宗
務
所
長
様
は
じ
め
役
職
員
皆
様
、
教

区
長
様
並
び
に
、
会
場
主
様
、
寺
族
様
、

師
範
詠
範
の
皆
様
、
講
員
の
皆
様
に
は
多

大
な
る
御
法
話
と
ご
教
導
賜
り
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
や
っ
と
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
感
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
影
響
で
残
念
な
こ
と
に
自
坊

よ
り
離
れ
た
遠
方
の
巡
回
講
習
が
中
止
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
私
自
身
も

本
年
度
関
東
管
区
内
近
辺
の
巡
回
講
習
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
秋
田
県

と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
久
々
の
巡
回
、

さ
ら
に
秋
田
県
は
私
に
と
っ
て
梅
花
流
の

恩
師
の
先
生
方
、
そ
し
て
養
成
所
研
修
員

で
共
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
知
り
合
い

が
多
く
、
緊
張
感
と
共
に
と
て
も
う
れ
し

く
、
有
難
い
ご
縁
に
導
か
れ
て
と
て
も
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

初
日
は
禅
セ
ン
タ
ー
で
の
師
範
詠
範
様

と
の
勉
強
の
機
会
と
な
り
、
初
心
者
の
皆

様
の
お
唱
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
梅
花
流
に
向
き
合
う
真
摯
な
心
、
限

ら
れ
た
時
間
に
出
来
る
だ
け
の
こ
と
を
身

に
付
け
た
い
と
い
う
熱
心
な
姿
勢
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
平
生
よ
り
将
来
の
梅
花
流

を
担
う
方
々
の
ご
指
導
を
宗
務
所
様
、
師

範
詠
範
の
先
生
方
全
体
で
支
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
様
子
が
強
く
う
か
が
え
ま
し
た
。

二
日
目
か
ら
五
日
目
ま
で
県
北
方
面
を

巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
講

員
様
と
ご
縁
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
と
て
も
温
か
く
迎
え
て
下
さ
り
只
々
あ

り
が
た
く
思
う
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
時
間
は
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
う
し
て
ま
た
一
緒
に
集
い
、
お
唱

え
が
出
来
る
こ
と
は
、
な
ん
と
有
難
い
こ

と
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
、
講
習
時
間
を
精

一
杯
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
だ
完
全
に
は
外
せ
な
い
マ
ス
ク
越
し

か
ら
、
確
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
す
ば
ら
し

い
お
唱
え
と
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
が

あ
り
ま
し
た
。
梅
花
流
詠
讃
歌
に
対
す
る

真
摯
な
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
魅
力

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
、
大
変
有
意
義
な

五
日
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
秋
田
県
梅
花
流
の
益
々

の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
御
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
縁
に
導
か
れ
て
、

埼
玉
県

壽
昌
寺
住
職

長
塩

寿
秀

教

区

月　
　

日

教

場

師
範
詠
範
の
会

６
月
５
日

禅
セ
ン
タ
ー

10
教
区

６
月
６
日

正
法
院

18
教
区

６
月
７
日

浄
運
寺

18
教
区

６
月
８
日

玉
林
寺

11
教
区

６
月
９
日

萬
養
寺
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「
ご
め
ん
ね
」
や
「
許
し
て
ね
」
や

「
あ
り
が
と
う
」
や

「
気
に
し
な
い
で
」
を伝

え
る
時
を
持
と
う

そ
う
す
れ
ば

も
し
明
日
が
来
な
い
と
し
て
も

あ
な
た
は

今
日
を

後
悔
し
な
い
だ
ろ
う
か
ら

私
は
秋
田
の
皆
様
と
の
温
か
い
触
れ
合

い
を
通
じ
て
、
様
々
な
ご
縁
の
中
で
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
し
て
、

決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
今
こ
の
一
瞬

を
大
切
し
、
さ
ら
に
精
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
よ
り
一
層
思
い

を
深
く
し
た
今
回
の
巡
回
で
し
た
。
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
秋
田
県
宗
務
所

管
内
の
諸
老
師
、
師
範
、
詠
範
、
講
員
様

御
健
勝
と
梅
花
講
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
御
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

本
年
度
、
梅
花
流
特
派
巡
回
を
、
長
塩

師
範
、
宇
田
川
師
範
と
共
に
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
自
身
平
成
二
十
五
年
以
来
十
年
ぶ
り

二
度
目
の
秋
田
県
巡
回
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
巡
回
は
、
平
成
二
十
五
年
度
と
比

べ
、
会
場
数
、
受
講
さ
れ
る
講
員
様
の
数

は
減
り
ま
し
た
が
、
講
員
様
方
の
一
生
懸

命
に
詠
唱
や
作
法
に
取
り
組
む
お
姿
、
そ

の
熱
意
に
心
打
た
れ
、
私
自
身
の
大
き
な

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
東
日
本
大
震
災
十
三
回
忌
の
年

で
す
。
秋
田
県
の
皆
様
に
は
発
災
当
初
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
被
災
さ
れ
た
方
々

の
心
に
寄
り
添
い
、
物
心
両
面
か
ら
支
え

て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
講
習
会
の
中
で
は
、「
追

善
供
養
御
和
讃
」
の
奉
詠
で
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
供
養
を
し
て
い
た
だ
き

共
に
お
唱
え
し
た
私
も
目
頭
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。

講
習
会
の
中
で
読
ん
だ
毎
年
三
月
十
一

日
に
「
岩
手
日
報
」
と
い
う
地
元
新
聞
に

掲
載
さ
れ
る
「
最
後
だ
と
わ
か
っ
て
い
た

な
ら
」
と
い
う
詩
の
一
部
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

「
最
後
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
な
ら
」

た
し
か
に
い
つ
も
明
日
は
や
っ
て
く
る

で
も

も
し

そ
れ
が
私
の
勘
違
い
で

今
日
で
全
て
が
終
わ
る
の
だ
と
し
た
ら

わ
た
し
は

今
日

ど
ん
な
に

あ
な
た
を
愛
し
て
い
る
か
伝
え
た
い

そ
し
て

わ
た
し
た
ち
は

　
　
　
　
　
　

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

若
い
人
に
も

年
老
い
た
人
に
も

明
日
は
約
束
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
こ
と
を

愛
す
る
人
を
抱
き
し
め
ら
れ
る
の
は

今
日
が
最
後
に
な
る
か
もし

れ
な
い
こ
と

有
り
難
き
ご
縁

岩
手
県

高
昌
院
住
職

清
水

昌
俊

教

区

月　
　

日

教

場

師
範
詠
範
の
会

６
月
５
日

禅
セ
ン
タ
ー

14
教
区

６
月
６
日

蚶
満
寺

3
・
4
教
区

６
月
７
日

ぽ
ぽ
ろ
っ
こ

5
・
6
・
15
・
16
教
区

６
月
８
日

香
最
寺
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七
月
十
日
よ
り
十
四
日
ま
で
、
県
北
五

教
場
を
巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
来
は
十
五
日
ま
で
の
六
教
場
を
回
る
予

定
で
し
た
が
、
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、

十
五
日
以
降
の
Ｊ
Ｒ
の
運
休
が
決
ま
っ
た

た
め
、
教
区
長
老
師
と
協
議
の
結
果
、
一

日
切
り
上
げ
て
十
四
日
に
帰
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
教
区
の

教
場
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
て
い
た
東

泉
寺
様
・
ご
準
備
下
さ
っ
て
い
た
皆
さ
ん

に
は
真
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
豪
雨
は
記
録
的
な
も
の
と
な

り
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
三
万
二
千
戸
に

及
ぶ
家
屋
が
浸
水
被
害
を
受
け
た
と
い
う

多
く
の
報
道
を
耳
に
し
、
心
を
痛
め
て
い

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
異
常
気
象
は

ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と

は
言
え
、
一
旦
被
害
に
遭
え
ば
そ
の
復
旧

に
要
す
る
労
力
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
「
お
疲

れ
が
出
て
い
な
け
れ
ば
い
い
が
」
と
案
ず

る
ば
か
り
で
す
。

今
年
度
の
管
長
様
の
お
言
葉
の
テ
ー
マ

は
、「
こ
の
﹃
混
迷
の
現
代
社
会
﹄
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
目
指
せ
ば

い
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の

柱
と
し
て
、「
智
慧
と
慈
悲
」
を
も
っ
て

生
き
る
事
を
お
諭
し
で
す
。

「
慈
悲
」
は
本
来
備
わ
っ
て
い
る
も
の

で
、
そ
の
存
在
に
「
気
づ
い
て
」
い
く
も

の
、
一
方
「
智
慧
」
は
「
育
て
て
」
い
く

も
の
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

「
智
慧
」
を
育
て
る
方
法
と
し
て
、
仏

教
は
「
聞
・
思
・
修
の
三
慧
」
を
説
い
て

い
ま
す
。

「
聞
」
︱
よ
く
聞
き
、
よ
く
知
る
こ
と
。

「
思
」
︱
知
り
得
た
こ
と
を
元
に
し
て
自

分
で
よ
く
考
え
る
こ
と
。

「
修
」
︱
仏
道
修
行
で
す
。
智
慧
を
育
て

る
最
適
な
修
行
は
坐
禅
で
す
。

二
〇
〇
八
年
に
百
八
歳
で
遷
化
さ
れ
た

宮
崎
奕
保
禅
師
様
は
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

「
体
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
れ
ば

心
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
。

心
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
れ
ば

言
う
こ
と
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
。

言
う
こ
と
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
れ
ば

行
い
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
。

そ
の
日
一
日
ま
っ
す
ぐ
に

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
坐
禅
じ
ゃ
」
と
。

「
朝
仏
壇
の
前
に
座
り
、
ま
っ
す
ぐ
に

立
て
た
線
香
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
体
を

ま
っ
す
ぐ
に
す
る
こ
と
か
ら
一
日
を
始
め

特
派
布
教
巡
回

智
慧
を
育
て
る

山
形
県

松
林
寺
住
職

三
部

義
道

る
。」
そ
れ
は
誰
に
で
も
で
き
る
坐
禅
で

あ
り
修
行
で
す
。

「
姿
勢
を
正
し
、
深
い
呼
吸
を
す
る
。

頭
に
上
っ
た
血
液
を
下
げ
る
つ
も
り
で
頭

の
力
を
抜
き
、
心
の
重
心
を
下
へ
下
げ
て

い
く
。
頭
が
軽
く
な
れ
ば
、
正
し
く
見
、

正
し
く
聞
き
、
正
し
く
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
。」
そ
れ
が
「
智
慧
」
で
す
。

「
ま
ず
は
自
分
が
、
心
を
静
か
に
平
和

に
保
つ
。
そ
の
心
が
広
が
れ
ば
や
が
て
世

界
は
平
和
に
な
る
」
と
い
う
の
が
仏
教
的

な
平
和
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

こ
の
﹃
混
迷
の
時
代
﹄
を
「
智
慧
」
に

よ
っ
て
正
し
く
生
き
る
。
そ
の
生
き
方
を

日
々
の
中
で
、
仏
壇
の
前
に
座
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

教

区

月　
　

日

教

場

11
教
区

７
月
10
日

曹
源
院

18
教
区

７
月
11
日

浄
運
寺

10
教
区

７
月
12
日

太
平
寺

９
教
区

７
月
13
日

法
輪
寺

13
教
区

７
月
14
日

嶺
徳
院
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布
教
師
と
し
て
そ
の
土
地
土
地
を
訪
れ

た
後
、
か
な
り
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、

そ
の
場
所
の
天
気
予
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

し
ま
う
自
分
が
い
ま
す
。
周
り
の
特
派
布

教
師
さ
ん
に
確
認
し
た
こ
と
は
な
い
で
す

が
、
私
は
密
か
に
「
布
教
師
あ
る
あ
る
」

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

巡
回
最
終
日
は
豪
雨
で
し
た
。
そ
の
雨

に
よ
っ
て
住
宅
の
浸
水
や
道
路
の
冠
水
に

よ
り
自
動
車
が
水
に
つ
か
る
な
ど
、
沢
山

の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
、
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー
ス
を
追
う
中

で
、
ず
っ
と
心
苦
し
く
感
じ
て
お
り
ま
し

た
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

八
月
に
入
り
猛
暑
に
磨
き
が
か
か
り
、

驚
い
た
の
は
八
月
八
日
、
全
国
の
最
高
気

温
を
秋
田
県
が
記
録
し
た
こ
と
で
し
た
。

そ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
入
れ
る
度
に

思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
巡
回
中
に
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
老
師
方
の
お
顔
で
す
。

一
切
の
お
世
辞
や
社
交
辞
令
な
し
で
、
と

て
も
素
敵
な
方
ば
か
り
で
し
た
。
出
逢
っ

た
住
職
様
方
の
言
葉
の
端
々
や
、
ま
た
お

寺
に
お
邪
魔
し
て
、
檀
信
徒
さ
ん
と
お
話

す
る
姿
な
ど
か
ら
、
日
常
底
を
工
夫
し
大

切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
温
か
く
伝
わ

り
、
い
つ
も
勇
気
づ
け
ら
れ
る
の
で
す
。

「
私
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
！
」
と
。

宗
門
僧
侶
で
あ
る
大
逆
事
件
で
処
刑

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
内
山
愚
童
師

（
１
８
７
４
～
１
９
１
１
）が
友
人
に
語
っ

た
言
葉
に
こ
う
あ
り
ま
す
。

「
其
土
地
で
死
ぬ
積
で
無
け
れ
ば
、

其
地
の
人
を
救
ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
と

思
ひ
ま
す
」

四
苦
八
苦
や
自
然
災
害
は
避
け
ら
れ
な

い
苦
し
み
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
一
緒

に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
悩
ん
だ
り
励
ま
し

た
り
し
な
が
ら
、
勝
友
と
し
て
、
檀
信
徒

の
方
々
や
地
域
の
人
々
と
共
に
ふ
ん
ば
っ

て
い
る
お
坊
さ
ん
た
ち
が
い
る
。
だ
か
ら

秋
田
は
ど
ん
な
困
難
の
中
で
も
、
き
っ
と

大
丈
夫
、
そ
う
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
の
巡
回
を
終
え
た
後
、
程
な
く

し
て
宮
崎
県
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
地
元
の
特

派
布
教
師
さ
ん
と
の
会
話
の
中
で
、「
今

私
は
い
た
だ
い
て
ば
か
り

青
森
県

清
涼
寺
住
職

柿
崎

宏
隆

ま
で
お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら
っ
た
巡
回
先
の

中
で
一
番
印
象
深
い
場
所
は
ど
こ
か
？
」

と
い
う
話
に
な
り
、「
秋
田
県
」
と
仰
っ

て
い
ま
し
た
。「
あ
ん
な
に
温
か
く
優
し

く
接
し
て
も
ら
い
、
特
派
布
教
師
に
な
っ

て
初
め
て
の
巡
回
が
、
秋
田
県
で
本
当
に

救
わ
れ
た
。」
と
。
こ
の
話
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
、「
美
味
し
い
ご
飯
や
観
光
名

所
も
大
事
だ
け
ど
、
ま
た
行
き
た
く
な
る

の
は
、
結
局
、
そ
こ
で
出
逢
っ
た
人
次
第

だ
よ
ね
。」
と
い
う
結
論
で
し
た
。

来
年
は
個
人
的
に
お
邪
魔
し
て
、
西
馬

教

区

月　
　

日

教

場

１
教
区

７
月
10
日

乗
福
寺

４
教
区

７
月
11
日

ぽ
ぽ
ろ
っ
こ

３
教
区

７
月
12
日

安
楽
温
泉

14
教
区

７
月
13
日

高
昌
寺

15
教
区

７
月
14
日

光
正
寺

５
教
区

７
月
15
日

香
積
寺
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７
月
中
旬
に
、
大
仙
市
・
仙
北
市
・
横

手
市
を
中
心
に
、
特
派
布
教
巡
回
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
沢
湖
を
水
源
と

し
た
田
ん
ぼ
に
は
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

の
苗
が
植
え
ら
れ
、
も
う
す
っ
か
り
一
面

に
青
田
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
人
の
文
化
は
、
ご
先
祖
様
か
ら
の

土
地
を
耕
し
、
耕
作
す
る
仲
間
と
共
に
土

壌
を
肥
や
し
植
物
の
種
を
植
え
付
け
、
育

て
上
げ
る
一
つ
一
つ
の
行
為
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作

業
に
あ
た
っ
た
人
々
も
、
種
の
生
育
と
共

通
の
時
間
を
体
験
し
、
共
に
生
き
て
い
た

事
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
常
に
や
っ
て
来

る
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
に
、
一
喜

一
憂
し
な
が
ら
も
「
一
粒
の
種
」
が
収
穫

の
秋
に
は
無
事
に
成
熟
を
願
う
「
悲
願
」

を
持
ち
つ
つ
、
覚
悟
を
も
っ
て
農
作
業
に

当
た
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。「
故
郷
」

音
内
の
盆
踊
り
最
終
日
を
見
て
、
そ
の
後

鳥
海
山
に
登
ろ
う
か
と
、
脳
内
で
計
画
を

は
、
こ
の
よ
う
に
時
代
を
超
え
て
護
持
さ

れ
、
継
承
さ
れ
て
現
在
を
迎
え
て
い
た
の

で
す
。

こ
の
巡
回
最
終
日
、
東
成
瀬
村
永
傳
寺

様
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
秋
田
市
へ
向
か
い
ま

し
た
。
豪
雨
の
中
、
市
内
に
入
る
と
、
駅

東
側
は
冠
水
が
進
み
、
渋
滞
が
始
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
駅
は
目
と
鼻
の
先
に
あ
り
な

が
ら
進
行
不
可
能
で
す
。
土
地
勘
の
な
い

私
は
、
た
だ
運
転
手
さ
ん
に
お
任
せ
す
る

ば
か
り
。
光
傳
寺
様
を
出
発
し
三
時
間
あ

ま
り
、
よ
う
や
く
秋
田
駅
へ
到
着
。
ほ
っ

と
す
る
束
の
間
、
翌
日
の
Ｊ
Ｒ
線
全
て
運

休
。
高
速
道
路
は
ど
う
か
と
東
口
バ
ス
乗

り
場
へ
、
予
約
状
況
を
確
認
す
る
と
運
よ

く
仙
台
行
き
が
一
枚
残
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ラ
ッ
キ
ー
」
と
小
躍
り
し
て
手
配
し
て

ホ
テ
ル
へ
戻
り
ま
し
た
。
翌
朝
、
高
速
バ

ス
は
手
配
が
で
き
ず
「
運
休
」
と
の
ア
ナ

立
て
て
胸
躍
ら
せ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

ウ
ン
ス
。
公
共
機
関
に
よ
る
帰
路
の
目
途

が
た
た
な
い
ま
ま
ホ
テ
ル
へ
。

翌
十
七
日
、
自
坊
か
ら
自
家
用
車
で
、

迎
え
に
来
る
副
住
職
と
横
手
駅
で
待
ち
合

わ
せ
を
し
、
高
速
道
路
で
よ
う
や
く
帰
路

に
つ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

思
い
が
け
な
い
災
害
に
出
逢
い
、
苦
悶

さ
れ
て
い
る
秋
田
駅
構
内
の
人
々
。
自
分

自
身
も
交
通
機
関
災
害
に
出
会
っ
て
帰
宅

で
き
な
い
で
い
る
身
上
を
今
思
う
と
た
だ

右
往
左
往
す
る
ば
か
り
。
改
め
て
人
間
関

係
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
体
験
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
農
地
冠
水
や
床
下
床
上
浸

水
等
の
被
害
に
み
ま
わ
れ
た
方
々
に
、
謹

ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

管
長
様
は
、「
共
に
分
か
ち
合
い
、
支

え
合
い
、
思
い
を
重
ね
あ
っ
て
人
と
人
と

の
繋
が
り
を
深
め
て
い
く
」「
同
事
」
の

実
践
と
啓
発
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
の
尊
き
生
命
に
向
き
合
っ
て
み
る

時
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
人
々
や
次
代

へ
の
夢
を
託
し
故
郷
へ
骨
を
埋
め
て
逝
っ

た
人
、
多
く
の
人
々
と
の
有
難
き
ご
縁
に

よ
り
育
て
ら
れ
て
い
た
事
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。

お
釈
迦
様
の
「
み
教
え
」
を
信
仰
の
柱

と
し
て
毎
日
お
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
、
今

亡
き
人
々
に
近
況
を
語
り
な
が
ら
生
き
た

方
々
、
お
彼
岸
や
お
盆
な
ど
の
行
事
を
通

し
て
地
域
の
有
り
様
を
守
っ
た
方
々
、
多

く
の
信
仰
す
る
方
々
の
慈
し
み
や
「
悲
願

の
涙
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
受
け
継
が

れ
引
き
継
が
れ
て
、
現
在
の
菩
提
寺
が
あ

り
、
今
も
「
故
郷
」
が
、「
先
人
の
命
」

を
学
ぶ
道
場
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
度
の
巡
回
に
際
し
ご
高

配
を
賜
り
ま
し
た
宗
務
所
長
老
師
を
は
じ

め
、
運
休
の
為
、
ホ
テ
ル
等
を
御
手
配
頂

い
た
教
区
長
老
師
等
、
会
場
移
動
に
際
し

ご
法
愛
を
頂
い
た
教
区
長
様
、
会
場
準
備

に
あ
た
り
お
世
話
下
さ
っ
た
方
々
に
衷
心

よ
り
を
御
礼
申
し
上
げ
、
皆
様
方
の
益
々

の
ご
多
幸
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

合
掌

「
故
郷
」
に
思
い
を
寄
せ
て

青
森
県

昭
傳
寺
住
職

市
川

公
淳

教

区

月　
　

日

教

場

７
教
区

７
月
11
日

ユ
メ
リ
ア

８
教
区

７
月
12
日

大
蔵
院

17
教
区

７
月
13
日

福
昌
寺

16
教
区

７
月
14
日

龍
泉
寺

６
教
区

７
月
15
日

永
傳
寺

第136号21（　）令和５年10月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



・
・
・
布

教

部
・
・
・

布
教
部
長

岩
舘

裕
章

仏
教
講
座
は
、
通
常
通
り
の
開
催
を
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
も
、
副
部
長
さ
ん
や

事
務
局
さ
ん
を
中
心
に
、
各
部
員
さ
ん
が

皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を
頑
張
っ
て
お
勤

め
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
考
え
方
で
恐
縮
で
す
。
好
き
に

な
っ
た
音
楽
や
本
や
映
画
、趣
味
な
ど
は
、

人
に
も
薦
め
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
し

て
、
そ
の
人
も
「
い
い
ね
！
」
と
言
っ
て

く
れ
れ
ば
、
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、

人
の
好
み
は
十
人
十
色
な
の
で
、
必
ず
し

も
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
自
分
が

好
き
に
な
っ
た
「
よ
い
」
と
思
っ
た
も
の

だ
か
ら
薦
め
た
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
、

布
教
を
す
る
際
に
持
ち
た
い
な
あ
と
思
い

ま
す
。

自
分
だ
っ
た
ら
買
わ
な
い
物
を
セ
ー
ル

ス
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
も
買
っ
て
間

違
い
な
く
良
か
っ
た
物
だ
か
ら
セ
ー
ル
ス

す
る
。
仏
教
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
自
信
を

持
っ
て
、
誰
に
対
し
て
も
、
間
違
い
な
く

オ
ス
ス
メ
で
き
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ

薦
め
る
と
い
う
想
い
が
、
響
き
方
、
伝
わ

り
方
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
ま
た
、
布
教
（
伝
え
た
い
、
オ
ス
ス

メ
し
た
い
）
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、

檀
務
で
の
お
話
や
行
動
に
も
、
そ
の
ベ
ー

ス
が
調
っ
て
い
く
と
い
う
か
、
芯
が
通
る

と
い
う
か
、
身
に
な
っ
て
伝
え
て
い
け
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
あ
り
た
い
な
と
思

い
ま
す
。

来
年
は
、
秋
田
で
布
教
検
定
試
験
が
行

わ
れ
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
向
け

て
、
県
布
教
師
の
会
さ
ん
と
共
に
、
研
修

会
や
養
成
講
座
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
い
た

だ
き
、
受
験
さ
れ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
落
ち
た
ら
、
ま
た
受
け
れ
ば
良
い

だ
け
で
す
。
ま
ず
は
、
こ
う
い
う
も
の
か

と
、
様
子
見
の
つ
も
り
で
も
か
ま
わ
な
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
宗
務
庁
の
養
成
所

も
、
遠
慮
せ
ず
に
、
ど
ん
ど
ん
申
し
込
ん

で
み
て
下
さ
い
。

ま
ず
は
、
学
ん
だ
中
か
ら
、
自
分
が
好

き
だ
と
思
っ
た
も
の
を
、
自
信
を
持
っ
て

オ
ス
ス
メ
し
て
い
く
。
き
っ
と
、
ど
れ
も

間
違
い
は
な
い
ハ
ズ
で
す
。

最
後
に
、
先
日
、
今
年
度
「
つ
な
ぐ
」

が
テ
ー
マ
の
秋
曹
青
主
催
「
弁
道
会
」
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
袴
田
老
師
が
仰
っ
た
「（
自

分
を
）
少
し
分
け
て
あ
げ
る
こ
と
」
は
布

施
に
、
ロ
ザ
リ
ン
先
生
の
「
ち
ょ
っ
と
の

お
節
介
」
は
利
行
に
、
ま
た
「
気
軽
な
声

掛
け
」は
愛
語
に
、「
簡
単
に
つ
な
が
る（
電

話
や
メ
ー
ル
等
）
方
法
の
提
示
」
は
同
事

に
、
つ
な
が
る
な
と
思
い
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

○
６
月
27
日

写
経
会
・
仏
教
講
座
①

参
加
者
:
写
経
会
13
名
講
座
27
名

○
９
月
４
日

写
経
会
・
仏
教
講
座
②

参
加
者
:
写
経
会
9
名

講
座
17
名

・
・
・
梅

花

部
・
・
・

梅
花
部
長

浅
田

髙
明

暑
い
、
暑
い
、
言
い
た
く
な
い
け
ど
暑

い
。
今
夏
当
県
は
記
録
的
な
猛
暑
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
心
も
体
も
溶
け
て
し
ま
い

そ
う
な
暑
さ
で
し
た
。
八
月
一
ケ
月
の
平

禅
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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均
気
温
が
、
記
録
が
残
る
な
か
の
最
高
値

よ
り
三
度
近
く
高
か
っ
た
そ
う
で
す
。
記

録
的
な
豪
雨
と
い
い
記
録
的
な
猛
暑
と
い

い
、
今
後
益
々
温
暖
化
が
進
み
、
異
常
気

象
が
激
し
さ
を
増
す
の
で
は
と
思
う
と
、

末
恐
ろ
し
く
感
じ
ま
す
。
僧
衣
を
着
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
自
分
に
と
っ
て
、
と
て

つ
も
な
く
つ
ら
い
夏
で
し
た
。
管
内
諸
老

師
に
お
か
れ
ま
し
て
も
大
変
な
御
難
儀
を

さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

七
月
に
は
記
録
的
豪
雨
に
て
大
変
な
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
県
内
で
は
八
千
軒
に

住
宅
被
害
が
あ
り
、
秋
田
市
内
で
は
四
千

台
の
自
動
車
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
と
い

う
お
話
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
被
害
に
遭

わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
禅
セ
ン
タ
ー
梅
花
部
で
は
例
年

通
り
の
事
業
を
進
め
た
中
、
昨
年
に
引
き

続
き
布
教
部
と
連
携
し
、
年
に
数
回
壇
信

徒
講
習
会
の
折
法
話
を
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
布
教
部
事
業
で
あ
り
ま
す
、
仏
教

講
座
の
公
開
講
座
の
際
は
、
梅
花
部
か
ら

開
講
式
の
お
唱
え
等
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

宗
務
所
養
成
所
も
順
調
に
講
習
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
来
春
に
は
今
期
を
終
え
、

新
た
に
受
講
生
を
募
集
致
し
ま
す
の
で
、

佐
藤
老
師
の
詳
細
な
資
料
を
も
と
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
先
達
者
研
鑽
の
仕
方

を
身
に
つ
け
る
大
変
良
い
機
会
に
も
な
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
の
和
尚
様
が
残
さ
れ
た
法
語
や
、

そ
の
背
景
を
研
修
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

「
気
付
き
」
が
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
７
月
20
日

研
修
部
研
修
会
①

「
實
苗
義
産
和
尚
語
録
を
よ
む
（
４
）」

参
加
者

宗
務
所　
　
　

11
名

オ
ン
ラ
イ
ン

４
名

講
師

龍
泉
寺
佐
藤
俊
晃
老
師

～
宝
篋
印
塔
・
天
桂
と
霊
潭
～

☆
語
録
テ
キ
ス
ト
Ｐ
４
３
・
№
２
３
４

（
テ
キ
ス
ト
は
漢
文
表
記
で
す
）

宝
篋
印
塔
開
眼
法
語
よ
り
抜
粋

義
産
法
語
に
み
る
宝
篋
印
塔
の
功
徳
眼

見
及
ぶ
所
悉
く
楽
を
得
る

頑
愚
耳
聾
を
論
ぜ
ず

十
悪
五
逆
を

問
わ
ず

邪
見
は
正
を
得

存
者
は
生
無
き
こ
と
を
了
じ

亡
者
は
死
す
る
こ
と
無
き
を
知
る

地
獄
は
八
寒
八
熱
の
苦
を
忘
じ

餓
鬼
は
恐
怖
の
愁
い
を
消
じ

人
間
は
五
塵
六
欲
を
洗
い

天
道
は
五
衰
三
熱
を
脱
が
れ

声
聞
縁
覚
は
大
乗
の
慈
心
を
起
こ
し

僧
侶
は
勿
論
寺
族
様
も
是
非
ご
検
討
頂
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

禅
セ
ン
タ
ー
梅
花
部
で
は
、
今
後
も
各

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
管
内

諸
老
師
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層

の
ご
理
解
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
５
月
12
日
梅
花
流
講
習
参
加
８
名

講
師

清
水
道
広
師
範

福
田
皓
雄
師
範

○
６
月
２
日

梅
花
流
講
習
参
加
11
名

講
師

伊
藤
道
人
師
範

奥
山
一
英
師
範

○
７
月
７
日

梅
花
流
講
習
参
加
12
名

講
師

鈴
木
泰
賢
師
範

近
藤
俊
彦
師
範

○
９
月
１
日

梅
花
流
講
習
参
加
10
名

講
師

亀
谷
隆
道
師
範

渡
邊
英
心
師
範

・
・
・
研

修

部
・
・
・

研
修
部
長

高
橋

一
浩

本
年
度
も
引
き
続
き
十
八
教
区
龍
泉
寺

住
職
、
佐
藤
俊
晃
老
師
に
よ
る
﹃
實
苗
義

産
和
尚
語
録
を
よ
む
﹄
を
講
義
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
２
回
目
は
11
月
に
、
３

回
目
は
来
年
２
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

菩
薩
は
六
度
万
行
に
遊
び

諸
仏
如
来
は
果
徳
の
荘
厳
を
新
た
に
す

（
当
日
配
布
の
資
料
に
は
、
書
き
下
し

文
に
て
全
文
掲
載
）

☆
霊
潭
魯
龍
大
和
尚
は
、
義
産
和
尚
様
が

京
都
宇
治
興
聖
寺
に
安
居
し
、
首
座
を
勤

め
た
時
の
堂
頭
に
し
て
法
幢
師
様
で
す
。

左
は
魯
龍
大
和
尚
の
作
で
す
。

講
義
は
丁
寧
な
解
説
で
進
行
し
ま
す
。

新
し
い
発
見
や
学
び
か
ら
「
自
分
の
引

き
だ
し
の
中
」
が
豊
か
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
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五
庵
山
抄

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

喜
寿
を
迎
え
て

東
源
寺
東
堂

森

沢

建

亮

光
陰
矢
の
ご
と
し
、
年
齢
な
の
か
月
日

の
た
つ
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
は

夏
、
秋
も
来
な
い
の
に
冬
の
心
配
、
冬
囲

い
、
除
雪
等
々
気
の
早
い
事
で
す
。
論

語
（
孔
子
の
言
葉
）
に
、
わ
れ
十
有
五
に

し
て
云
々
か
ら
三
十
、四
十
、
…
…
六
十

に
し
て
耳
順
う
（
人
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
、反
発
せ
ず
に
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
）

七
十
に
し
て
己
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
し
た

が
い
て
矩
を
こ
え
ず
（
好
き
な
よ
う
に
振

る
舞
っ
て
も
、
節
度
を
超
え
な
い
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
七
十
代
に
な
り
い

く
ら
か
心
が
柔
ら
か
に
な
り
、
人
間
関
係

に
や
ん
わ
り
対
応
し
て
い
け
る
と
い
う
思

い
を
し
ま
す
。
今
年
、
喜
寿
と
な
り
、
生

ま
れ
在
所
の
田
沢
湖
生
保
内
は
山
、
湖
、

温
泉
あ
り
と
、
四
季
折
々
美
し
さ
が
、
今

さ
ら
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
昨

今
で
す
。
道
元
禅
師
さ
ま
の
お
詠
、「
春

は
花

夏
ほ
と
と
ぎ
す

秋
は
月

冬
雪

さ
え
て
す
ず
し
か
り
け
り
」、
四
季
の
移

り
変
わ
り
に
身
ま
か
せ
、
皆
様
の
安
寧
を

願
い
、
心
ゆ
っ
た
り
と
残
り
の
人
生
を
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。

食
事
を
い
た
だ
く
事
の
喜
び

東
林
寺
住
職

杉

村

香

樹

昨
今
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

放
送
し
て
い
る
食
べ
物
に
対
し
て
の
い
た

ず
ら
、
お
店
に
対
し
て
の
い
や
が
ら
せ
を

見
て
「
な
ん
で
こ
ん
な
事
す
る
の
か
？
」

と
日
々
憤
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

一
般
に
喜
び
と
い
う
と
ど
の
よ
う
な
と

き
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
た
と
え
ば
、

美
味
し
い
物
を
食
べ
る
と
き
な
ど
は
幸
せ

に
な
り
ま
す
。

あ
ま
り
豊
か
で
な
か
っ
た
昔
冷
蔵
庫
が

ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
昭
和
30
年
以
前
、

50
年
に
は
冷
蔵
庫
を
持
つ
家
庭
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
に
な
り
、
食
べ
る
こ
と
が
本
当

に
喜
び
で
し
た
。
豊
か
に
な
っ
た
今
で
は

昼
夜
を
問
わ
ず
営
業
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ

に
美
味
し
そ
う
な
物
が
た
く
さ
ん
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

私
は
プ
リ
ン
が
好
き
な
の
で
よ
く
買
っ

て
食
べ
ま
す
が
、
工
夫
さ
れ
た
そ
の
甘
さ

足
る
を
知
る

雲
巌
寺
住
職

桃

園

豊

弘

長
年
や
っ
て
き
た
こ
と
が
こ
こ
に
き

て
、
以
前
の
よ
う
に
数
を
こ
な
せ
な
く

な
っ
て
き
た
。
齢
と
共
に
徐
々
に
そ
う
な

る
こ
と
は
分
か
っ
て
は
い
る
の
だ
が
。
以

前
は
一
日
で
終
え
た
仕
事
が
二
、三
日
掛

か
る
。
情
け
な
い
。

若
い
頃
に
、
公
的
機
関
、
地
域
活
動
団

体
等
、
公
私
共
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に

様
々
な
役
職
を
与
え
ら
れ
務
め
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
長
年
務
め
て
き
た
も
の
の
此
処

に
き
て
、こ
れ
以
上
は
無
理
だ
と
気
付
く
。

先
程
も
書
い
た
が
す
ぐ
に
対
応
出
来
な
く

な
っ
て
来
て
い
る
の
だ
。
又
長
年
務
め
て

く
る
と
ど
う
し
て
も
会
長
や
委
員
長
と
い

う
「
長
」
の
付
く
役
職
が
回
っ
て
く
る
。

す
る
と
自
ず
と
他
の
会
の
役
職
も
繋
が
り

が
あ
り
回
っ
て
く
る
の
だ
。
酷
い
時
は
一

日
に
三
つ
の
会
議
を
梯
子
す
る
よ
う
な
状

態
。
こ
う
な
る
と
ど
の
会
に
お
い
て
も

実
の
あ
る
成
果
は
望
め
な
く
な
り
ま
す
。

早
々
に
後
継
者
た
る
人
物
を
見
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
秋
田
県
は
今
高
齢
者
社
会
、
中
々
若

い
人
の
担
い
手
は
お
り
ま
せ
ん
。実
際
に
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
安
否
確
認
を
担
う
民

生
委
員
も
大
半
が
高
齢
者
で
占
め
ら
れ
て

お
り
自
分
の
安
否
確
認
も
必
要
な
状
態
。

笑
い
事
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
物
申
し
た
い
。
ず
ー
っ
と
ス
マ

ホ
を
見
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

情
報
過
多
と
思
わ
れ
る
ス
マ
ホ
の
な
か
の

多
す
ぎ
る
情
報
に
目
を
向
け
る
の
も
よ
い

が
、現
状（
現
場
）に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
。

そ
し
て
現
状
を
改
善
す
る
よ
う
な
情
報
を

利
用
し
活
動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。
思
う

に
、
企
業
に
お
い
て
社
会
貢
献
を
謳
っ
て

い
る
会
社
は
成
長
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
皆

さ
ん
に
は
、
是
非
地
域
に
貢
献
大
き
く
は

社
会
貢
献
の
心
掛
け
を
も
ち
、
活
躍
し
て

─
第
八
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
─
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が
身
体
を
ポ
カ
ポ
カ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
も
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
と
き
の

喜
び
な
の
で
し
ょ
う
。

で
も
人
の
口
は
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
満

足
度
が
へ
っ
て
き
て
、
い
く
ら
美
味
し

か
っ
た
も
の
で
も
や
が
て
飽
き
て
し
ま
う

も
の
で
す
。「
美
味
し
い
も
の
が
食
べ
た

い
」
と
思
っ
て
も
「
は
て
、
何
を
食
べ
た

ら
よ
い
の
か
」
と
考
え
て
し
ま
う
贅
沢
を

思
い
ま
す
。

今
現
在
、
世
界
で
7
人
に
1
人
が
日
々

飢
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
世
界
で
8
億

の
人
が
飢
え
で
苦
し
ん
で
い
て
慢
性
的
な

栄
養
失
調
の
人
が
20
億
、
飢
え
の
為
病
気

で
亡
く
な
っ
て
い
く
人
が
１
８
０
０
万

人
。
そ
ん
な
人
た
ち
が
毎
日
困
ら
な
い
で

食
事
が
で
き
た
な
ら
、
そ
の
喜
び
は
一
入

で
し
ょ
う
。

お
寺
の
継
承
問
題

天
正
寺
住
職

齋

藤

英

明

御
寺
院
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
寺

檀
和
合
し
日
々
お
勤
め
の
事
と
存
じ
ま

す
。昨

今
、
巷
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
手
不

足
が
叫
ば
れ
、
学
校
の
統
廃
合
、
企
業
の

倒
産
・
廃
業
、
施
設
の
閉
鎖
な
ど
が
増
加

し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

気
が
付
け
ば
お
寺
も
同
じ
様
な
状
況
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
坊
の
継
承
は
勿

論
、
兼
務
寺
院
の
後
任
や
住
職
亡
き
後
の

寺
族
の
在
り
方
、
晋
山
式
や
伽
藍
の
建
設

に
係
る
資
金
な
ど
、
ひ
と
昔
前
ま
で
は
な

ん
と
か
な
る
と
簡
単
に
考
え
て
い
た
事

が
、
今
は
切
迫
し
た
事
態
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
檀
信
徒

さ
ん
が
少
な
い
お
寺
で
は
様
々
な
犠
牲
の

上
で
、
辛
う
じ
て
護
持
出
来
て
い
る
の
が

現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

管
内
の
御
寺
院
様
で
も
、二
ヶ
寺
、三
ヶ

寺
の
兼
務
と
い
う
ご
住
職
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
ヶ
寺
で
あ
っ

て
も
年
末
年
始
の
ご
祈
祷
や
お
涅
槃
お
彼

岸
花
祭
り
、
お
盆
や
季
節
時
節
の
お
講
な

ど
皆
同
じ
日
時
に
行
事
は
巡
っ
て
き
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
寺
で
勤
め
る
の
が
本

来
で
し
ょ
う
し
、
合
同
で
出
来
る
な
ら
良

い
の
で
す
が
、
全
て
そ
う
は
出
来
ま
せ

ん
。
願
わ
く
ば
分
身
の
術
な
る
も
の
を
会

得
し
、
日
夜
落
ち
着
い
て
お
勤
め
出
来
ま

す
れ
ば
檀
信
徒
は
勿
論
、
寺
族
親
族
も
心

寧
ら
か
で
い
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が

…
…
。

人
口
減
少
に
対
し
て
は
行
政
も
様
々
な

施
策
を
試
み
て
は
い
る
よ
う
で
す
が
、
直

ち
に
子
供
が
増
え
て
働
き
手
も
増
加
す
る

よ
う
な
、
効
果
的
な
妙
薬
は
な
か
な
か
見

出
せ
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
。

お
寺
の
継
承
問
題
も
深
刻
な
状
況
だ
と

理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
ご
と
き
の
凡

夫
に
は
良
い
知
恵
が
あ
る
は
ず
も
な
く
、

只
々
皆
々
様
に
支
え
ら
れ
て
自
坊
を
守
っ

て
い
く
だ
け
が
精
一
杯
で
す
。

そ
れ
で
も
時
代
の
流
れ
に
簡
単
に
迎
合

す
る
の
で
は
な
く
、
時
々
刻
々
と
変
化
す

る
情
勢
を
見
極
め
、
宗
門
や
法
縁
・
近
隣

の
ご
寺
院
様
方
に
学
び
な
が
ら
共
に
考
え

な
が
ら
お
寺
を
継
承
出
来
ま
す
よ
う
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
合
掌

満
福
寺
住
職

堀

井

英

和

「
人
々
が
寺
離
れ
し
て
い
る
の
で
は
な

い
、
寺
が
社
会
離
れ
し
て
い
る
の
だ
」
と

あ
る
書
籍
の
一
節
に
ハ
ッ
と
し
た
。
寺
離

れ
な
ん
て
い
う
言
葉
は
何
年
も
前
か
ら
食

傷
気
味
だ
し
実
感
も
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
楽
観
的
に
言
え
ば
、
地
方
部
に
お
い
て

は
寺
院
と
檀
家
（
あ
え
て
檀
信
徒
で
な
く

檀
家
と
表
記
）
の
関
係
は
未
だ
そ
れ
な
り

に
密
接
な
関
係
だ
。
だ
が
こ
の
先
は
ど
う

か
。
秋
田
県
の
人
口
激
減
は
す
で
に
最
大

の
問
題
で
あ
る
が
、
危
惧
す
べ
き
は
そ
れ

に
伴
う
「
寺
不
要
論
、
僧
侶
不
要
論
」
か

と
。
一
般
家
庭
に
お
け
る
仏
事
を
主
に
荷

う
世
代
（
七
十
～
八
十
代
）
が
い
ざ
そ
の

ス
テ
ー
ジ
を
降
り
た
時
に
何
が
起
こ
る
の

か
。
地
方
部
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
に

集
落
や
本
家
分
家
の
関
係
を
基
盤
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
葬
送
儀
礼
を
含
む
仏

事
神
事
は
以
前
か
ら
簡
略
化
が
見
ら
れ
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
ブ
ー
ス
タ
ー
と
な

り
さ
ら
に
そ
れ
を
加
速・表
面
化
さ
せ
た
。

「
イ
エ
」
の
価
値
観
は
す
で
に
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。「
信
教
は
個
人
の
自
由
と

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
の
に
な
ぜ
親
の

信
仰
を
子
が
受
け
継
が
な
い
と
い
け
な
い

の
か
」
と
考
え
る
若
い
世
代
に
対
し
、「
○

○
家
は
代
々
続
く
檀
家
で
跡
継
ぎ
も
い
る

か
ら
安
泰
」
と
住
職
が
安
心
し
き
っ
て
い

る
と
、世
代
交
代
の
際
に
い
き
な
り
離
檀・

改
宗
な
ん
て
こ
と
も
起
こ
り
得
る
時
代
と

な
る
。
と
な
れ
ば
我
々
が
向
き
合
う
べ
き

は
文
字
通
り
の
「
檀
家
」
と
い
う
家
ベ
ー

ス
で
な
く
個
人
と
な
る
だ
ろ
う
。

と
は
言
え
私
は
こ
れ
ま
で
通
り
葬
儀
や
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法
事
を
中
心
と
し
た
先
祖
供
養(

法
話
を

含
む)
を
丁
寧
に
勤
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
遺
族
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
悲

し
み
に
寄
り
添
い
支
え
導
く
（
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
）
こ
と
は
社
会
全
体
か
ら
も
今
後
さ

ら
に
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
む
し
ろ
大

切
な
人
を
失
い
打
ち
ひ
し
が
れ
た
遺
族
に

対
し
最
初
に
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
あ
る

意
味
私
た
ち
僧
侶
し
か
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
実
践
は
自
ず
と
若
い
世
代
に

も
響
く
だ
ろ
う
し
、
僧
侶
、
ひ
い
て
は
お

寺
が
必
要
だ
と
い
う
証
明
と
な
る
。

檀
家
や
檀
信
徒
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
お
寺

や
僧
侶
が
そ
の
地
に
存
在
し
続
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
理
由
＝
存
在
意
義
を
社
会
に

示
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
喫
緊
の
課

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

CHAT
GPT

に
質
問
を
し
て
み
た
話

雲
巌
寺
副
住

桃

園

宗

平

二
十
三
歳
で
修
業
を
終
え
て
地
元
秋
田

に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
十
年
が
経
ち
ま
し

た
が
、
時
間
が
経
つ
こ
と
の
早
さ
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
世
の
中
の
変
化
や
価
値
観

の
変
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。

二
十
年
前
と
比
べ
檀
家
さ
ん
た
ち
の
職

業
や
家
族
構
成
も
大
き
く
変
わ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
を
機
に
最
近
は
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
喪
失
は

長
期
的
に
は
お
寺
の
役
割
の
一
部
を
奪
う

も
の
だ
し
、
深
刻
な
問
題
だ
な
～
な
ん
て

考
え
た
り
し
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
ぼ
ー
っ
と
考
え
て
い
る

折
に
、
最
近
話
題
の
対
話
型AI

［C
HAT

G
PT

］
を
使
っ
て
み
た
ら
考
え
さ
せ
ら

れ
る
回
答
を
い
く
つ
か
も
ら
っ
た
の
で
、

せ
っ
か
く
な
の
で
１
つ
だ
け
共
有
さ
せ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※
ち
な
み
に
「C

HAT
G
PT

」
は
対

話
型
の
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）の
事
で
あ
り
、

W
EB

上
に
散
ら
ば
る
様
々
な
デ
ー
タ
を

収
集
し
て
、
話
し
手
の
会
話
内
容
に
対
し

て
回
答
を
し
て
く
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
夏
に
合
う
料
理
の
レ
シ
ピ
を

教
え
て
と
い
う
と
、
冷
や
し
中
華
な
ど
の

レ
シ
ピ
を
提
案
し
て
く
れ
た
り
、
小
説
な

ど
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
回
答
の
内
容
が
正
し
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
もW

EB

上
で
蓄
積
さ
れ
た
情
報
の
中
で
学
習
し
、

回
答
を
す
る
の
で
間
違
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下

の
内
容
を
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

質

問

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、「
曹
洞
宗
の
教

え
」
が
今
よ
り
世
の
中
に
広
ま
る
と
思
い

ま
す
か
？

C
HAT

G
PT

の
回
答

「
曹
洞
宗
の
教
え
」
が
よ
り
広
ま
る
た

め
に
は
、
い
く
つ
か
の
方
法
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
以
下
に
い
く
つ
か
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強
化
：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の
活
動
が

重
要
で
す
。
◎
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充

実
、
◎
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、

◎
ブ
ロ
グ
や
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
の
開
設
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
「
曹

洞
宗
の
教
え
」
や
実
践
に
関
す
る
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
に
届
け
ら

れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

②
英
語
や
他
の
言
語
で
の
翻
訳
：「
曹

洞
宗
の
教
え
」
や
「
仏
教
」
に
興
味
を
持

つ
人
々
は
、
世
界
中
に
い
ま
す
。
英
語
や

他
の
主
要
言
語
に
教
え
を
翻
訳
し
、
多
様

な
言
語
圈
の
人
々
に
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す

く
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
他
の

開
催：地
域
社
会
や
学
術
的
な
場
で
、「
曹

洞
宗
の
教
え
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
人
々
が
直
接
学
ぶ
機
会
を
提
供
で
き

ま
す
。

④
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
改
善
：「
曹

洞
宗
の
教
え
」
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

現
代
の
人
々
に
適
し
た
形
で
伝
え
る
た
め

に
、
教
材
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
：「
曹
洞
宗

の
信
者
」
や
関
心
を
持
つ
人
々
が
集
ま
る

オ
ン
ラ
イ
ン
や
オ
フ
ラ
イ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
学
び
や
交
流

の
場
を
提
供
し
、
共
に
成
長
す
る
環
境
を

構
築
で
き
ま
す
。

⑥
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
：「
曹
洞

宗
の
教
え
」
は
自
然
と
の
共
生
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
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~
中
古
品
折
り
た
た
み
座
卓
長
机

　
　
一
台
５
千
円
に
て
お
譲
り
し
ま
す
~

当
宗
務
所
二
階
研
修
室
で
使
用
し
て
き

ま
し
た
長
机
を
更
新
に
伴
い
、
一
台
５
千

円
に
て
お
譲
り
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
長
年
使
用
し
て
き
ま
し
た
の
で
美
品

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
用
に
は
問
題
な

い
と
思
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

~
申
請
書
類

　
　
賦
課
金
お
よ
び
義
財
・
手
数
料
、

　
　
　
秋
田
県
宗
務
所
手
数
料
の

要
・
不
要
一
覧
~

Ａ
３
版
二
つ
折
り
両
面
裏
表
の
資
料
で

す
。
お
問
い
合
わ
せ
が
多
い
事
例
で
す
。

宗
務
所
へ
申
請
書
類
を
郵
送
す
る
場
合
の

料
金
必
要
有
無
の
確
認
に
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
郵
便
振
込
で
の
送

金
を
希
望
さ
れ
る
時
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
れ
ば
、
必
要
金
額
を
算
出
し
、
振

込
方
法
を
お
伝
え
致
し
ま
す
。）

不
明
な
点
は
、
お
電
話
等
で
ご
質
問
く

だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
ご

質
問
も
可
能
で
す
。

強
化
し
、
環
境
保
護
の
活
動
を
通
じ
て
社

会
に
対
し
て
貢
献
す
る
こ
と
で
、
曹
洞
宗

の
理
念
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
法
は
、「
曹
洞
宗
の
教
え
」

を
よ
り
多
く
の
人
々
に
届
け
る
手
段
と
し

て
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

「
教
え
」
が
伝
え
ら
れ
る
過
程
で
伝
統
や

核
心
の
価
値
観
を
守
る
こ
と
も
大
切
に
な

り
ま
す
。

以
上
がC

HAT�G
PT�

の
回
答
で
し

た
。個

人
的
に
は
④
を
Ａ
Ｉ
が
提
案
し
て
く

る
こ
と
が
と
て
も
面
白
い
な
と
感
じ
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
お
感
じ
に
な
ら
れ

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

少
子
高
齢
化
の
現
状

常
光
院
徒
弟

齋

藤

勇

人

現
在
の
日
本
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
て
、
特
に
秋
田
県
は
急
速
に
進
ん
で
お

り
大
変
深
刻
な
状
況
で
す
。
私
の
住
ん
で

い
る
仙
北
市
で
は
子
ど
も
の
人
数
が
激
減

し
て
お
り
、
学
校
適
正
配
置
方
針
に
基
づ

き
、
小
・
中
学
校
の
将
来
を
話
し
合
う
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
に
は
２
人
の
子
ど
も
が
い
る
の
で
意

見
交
換
会
に
も
出
席
し
ま
し
た
が
、
近
年

の
市
の
出
生
数
デ
ー
タ
を
見
て
愕
然
と
し

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
数
年
後
に
は
複

式
学
級
と
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

市
の
広
報
に
掲
載
さ
れ
る
１
ヶ
月
に
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
亡
く
な
っ
た
方
の
お

悔
み
の
数
を
見
る
と
毎
回
２
：
８
く
ら
い

の
割
合
に
な
っ
て
お
り
少
し
寂
し
い
気
持

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
東
京
や
埼
玉
、
神
奈
川

等
は
毎
年
の
よ
う
に
人
口
が
増
え
続
け
高

層
ビ
ル
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
に
は
窓
を
開
け
る
と
１
ｍ
先

に
隣
の
家
の
窓
が
あ
る
ほ
ど
家
が
密
接
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
近
い
場
所
に
住
ん

で
い
て
も
都
会
で
は
近
所
付
き
合
い
は
ほ

と
ん
ど
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
影
響
に
よ
り
一

時
期
都
会
か
ら
田
舎
へ
と
転
出
す
る
方
も

増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
都
会
へ
の
一

極
集
中
は
未
だ
変
わ
り
ま
せ
ん
。

全
国
各
地
に
人
口
が
偏
り
な
く
平
等
に

分
か
れ
て
い
る
の
が
理
想
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
中
々
う
ま
く
は
い
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
そ
れ
で
も
曹
洞
宗
の
お
寺
は
全
国
各

地
に
存
在
し
て
い
ま
す
。「
他
は
是
れ
、

吾
に
あ
ら
ず
」、
私
た
ち
は
世
の
中
の
情

勢
に
流
さ
れ
ず
檀
家
さ
ん
の
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
自
坊
（
師
寮
寺
）
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
修
証
一
如
に
繋
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
日
々
を
過
ご
し
て

い
く
所
存
で
す
。

お

知

ら

せ

寺院のための手引きの手引書
（宗務庁発行）と一緒に申請時に
ご活用下さい

幅 180cm ×奥行 80cm ×高さ
33cm の座卓長机
重さ 15kg です。使用品ですので
キズありです。
複数必要な場合は、お早めにお申
し出下さい。

第136号27（　）令和５年10月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



宗
務
所
だ
よ
り

○
５
月
１
日

布
教
委
員
会
・
協
議
会

参
加
宗
務
所
26
名

オ
ン
ラ
イ
ン
10
名

布
教
委
員
会

本
年
度
巡
回
特
派
布
教
師
よ
り

特
派
布
教
巡
回
宗
務
庁
方
針
伝
達

山
形
松
林
寺
三
部
義
道
宗
師

青
森
昭
傳
寺
市
川
公
淳
宗
師

青
森
清
凉
寺
柿
崎
宏
隆
宗
師

布
教
協
議
会

　
　
﹃
禅
セ
ン
タ
ー
布
教
部
の

活
動
に
つ
い
て
﹄

　
　

講
師

鹿
角
市
恩
徳
寺

　
　
　

岩
舘
裕
章

老
師
（
布
教
部
長
）

﹃
禅
体
験
と
い
う
伸
び
し
ろ
﹄

講
師

富
山
市
最
勝
寺
副
住
職

谷
内
良
徹

老
師

○
５
月
11
日

宗
務
所
講
師
等
研
修
会

参
加

23
名

講
師

龍
泉
寺

佐
藤
俊
晃
師
範

　
　

歌
詞
解
説
あ
る
い
は
梅
花
布
教
の

「
二
つ
の
ス
タ
ン
ス
」

宗
務
所
講
師
に
よ
る
講
習
実
演
８
名

　
　
　
　
　

立
行
作
法
で
の
お
唱
え

永
泉
寺

猪
股
尚
典

師
範

左
上

福
寿
寺

奥
山
一
英

師
範

左
下

圓
通
寺

近
藤
俊
彦

師
範

左
上

松
庵
寺

渡
邊
英
心

師
範

左
下

恵
林
寺

本
間
秋
彦

師
範

左
上

長
年
寺

松
井
祐
司

師
範

左
下

全
應
寺

佐
藤
宗
明

師
範

左
上

倫
勝
寺

山
田
卓
爾

師
範

左
下

講
師��

龍
門
寺

浅
田
髙
明
師
範

　
　

梅
花
流

立
行
作
法

他

○
７
月
３
日

監
査
会

○
８
月
29
日

所
長
杯
野
球
大
会
中
止

　
　
　
　
　
（
参
加
チ
ー
ム
不
足
に
て
）

○
９
月
15
日

梅
花
流
検
定
会

　
　
　
（
対
象

県
中
央
・
県
南
地
区
）

○
５
月
24
日

梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会

　
　

東
京
ガ
ー
デ
ン
シ
ア
タ
ー
に
て

大
会
参
加
者　
　

27
名

随
伴
寺
院

10
名

（
今
回
は
各
管
区
の
登
壇
奉
詠
）

23
～
26
随
伴
旅
行
参
加

15
名

随
伴
寺
院

７
名

◎
来
年
度
の
梅
花
流
全
国
奉
詠
来
会
は
、

開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。
次
回
は
令
和
七
年

に
な
る
と
の
事
で
し
た
。
先
の
事
と
は

な
り
ま
す
が
、
ご
一
緒
に
参
加
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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・・・　禅　を　聞　く　会　・・・

講  演  講  師  紹  介

講　師　神奈川県 大雄山最乗寺山主

　　　　増
ます

田
だ

友
ゆう

厚
こう

　老　師
【増田友厚老師　プロフィール】
神奈川県　大雄山最乗寺山主。
千葉大学卒業後、大本山總持寺にて修行。
長野県蕃松院・大林寺に晋住し特派布教師として
日本全国のみならず北米等を巡回。
布教師養成所主任講師や北信越管区教化センター
統監を歴任。令和 3 年大雄山最乗寺山主となる。
社会活動に於いて、市教育委員長・保護司を務め
教育活動家として不登校生や困難を抱える子達と
長く触れ合い、寺での勉強会やキャンプ等を企画し、共に語らい自立を支援。
お年寄りと僧侶との関わりを模索して、市老人施設との日常的な提携、
ベット訪問、なんでも支援、法話等企画推進。
佐久大学「“ いのち ” を考える」講座担当講師。
3.11 東日本大震災支援とし、石巻に「２万人ご供養の観音堂」建立の会代表、青森～千葉
にて浜供養、桜植樹等を継続。

日　時　　　令和５年１１月１７日（金）
12：00　　　受　　付

13：00　　　法　　要

　　　　　　「大本山總持寺開山太祖瑩山紹瑾禅師

　　　　　　７００回大遠忌秋田県宗務所予修法要」

14：00　　　常済の光

　　　　　　「太祖瑩山禅師様　御一代記」

14：40　　　講　　演（詳細は講師紹介）

　　　　　　「“ 大慈悲心の誓願 ” に生きられし瑩山禅師」

16：00　　　閉　　式

場　所　　　秋田キャッスルホテル（放光の間）
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婦人会総会・研修会

寺族会研修旅行

令和5年6月1日

令和5年6月27 ～ 28日
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年 間 行 事 予 定
令和５年度（2023）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

31
水
師
範
詠
範
一
泊
研
修
会

31
火

31
日

休　務

管
区
人
権
連
絡
協
議
会

31
日

30
月

30
木

30
土

30
火

30
土

29
日

第
18
教
区
浄
運
寺

晋
山
・
結
制

29
水

布教講
習会
研
修
部
②

29
金

29
月

29
木
諮
問
委
員
会
・
災
害
対
策
委
員
会

29
金

28
土

28
火

28
木

28
日

28
水
教
化
活
動
推
進
企
画
委
員
会

28
木
予
算
所
会

27
金

本
山
研
修

27
月

27
水

27
土

27
火

27
水

26
木

26
日

26
火

26
金

26
月

26
火

25
水

25
土

25
月

25
木
梅
花
役
員
会

25
日

25
月
徒
弟
研
修
会

24
火

24
金

24
日

24
水

24
土

24
日

23
月

23
木
勤
労
感
謝
の
日

23
土

23
火

23
金
天
皇
誕
生
日

23
土

22
日

22
水

22
金

22
月

22
木

22
金

21
土

21
火

21
木

管
区
宗
連

21
日

21
水

21
木

20
金
梅
花
全
県
大
会

20
月

20
水

20
土

20
火

20
水
春
分
の
日

19
木

19
日

19
火

19
金

19
月

19
火

18
水

18
土

18
月

18
木

18
日

18
月

17
火

17
金
禅
を
聞
く
会

17
日

17
水

17
土

17
日

16
月

第
11
教
区
曹
源
院

結
制

16
木

16
土

16
火

16
金

16
土

15
日

15
水

15
金

15
月

15
木

15
金

全
国
人
権
主
事
研
修

14
土

14
火

14
木

14
日

14
水

14
木

13
金

13
月

13
水

13
土

13
火

13
水

12
木
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
12
日

12
火
梅
花
養
成
所
（
合
同
）
12
金

12
月
振
替
休
日

12
火

11
水
梅
花
養
成
所（
初
級・上
級
）
11
土

11
月
写
経
会
・
仏
教
講
座
③
11
木

11
日
建
国
記
念
の
日

11
月

10
火

10
金
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
10
日

10
水

10
土

10
日

9
月
ス
ポ
ー
ツ
の
日

9
木
梅
花
養
成
所（
初
級・上
級
）
9
土

9
火
成
人
の
日

9
金

9
土

8
日

8
水

8
金

8
月

休　務

8
木

8
金

7
土

第1教区
歓喜寺晋
山・結制

7
火
寺
族
会
梅
花
検
定
（
県
北
）

7
木

7
日

7
水

7
木
梅
花
養
成
所（
閉
所
式
）

6
金

梅
花
講
習

6
月
梅
花
講
習

6
水

6
土

6
火
研
修
部
③

6
水
宗
務
所
梅
花
講
講
長
会

5
木

5
日

5
火
寺
族
会

5
金

5
月

5
火

4
水

現
職
研
修

4
土

4
月

4
木

4
日

4
月

3
火

3
金
文
化
の
日

3
日

3
水

3
土

3
日

2
月
教
化
活
動
推
進
企
画
委
員
会

2
木

2
土

2
火

振
替
休
日

2
金
梅
花
講
習

2
土

1
日

1
水
寺
族
研
修

1
金
梅
花
講
習

1
月

元
日

1
木
管
区
人
権
連
絡
協
議
会
1
金
梅
花
講
習

月/日

10

OCT

月/日

11

NOV

月/日

12

DEC

月/日

1

JAN

月/日

2

FEB

月/日

3

MAR
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